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プ 7 の 添乗 員 同 行 ツ アー 10』。 3』 の の 
首都 圏 発 ノ 関西 発 
テー マ あ る 


体験 % 
稀 
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ー 大 人 の アド ベン チャ ー ツ ー リ ズム 一 
北海 道 記 靖 宮 城 手 思 目 ロ 形 男 
長野 に 岐阜 間 和歌 山 島根 受 媒 記 
高知 長崎 鹿児島 記 還 沖 紳 


m 
と 3 ガリ シコ 号 IIIMERU 北海 道 ・ 美 瑛 の 丘 ス ノー シュ ー 
ンー ン ー クン 
デア ど ノ 


。 。 ※ 写 真 は すけ べ て イメ ー ジ で す 。 


ググ 
株 式 会 社 』TB ガ イア レッ ク 


5 1 E に 肖 
大 央 の トゲ ンチ Re5 リ 区 の 提 球 


の チャ ー ツ ー リ 放 計 ど は 寺 自 然 と の ぷれ あい 由 等 p2 ク ビュ テイ 衣 笠 [px 
や 沈 民 の 3 うつ の 要素 の う ! ら 2 ら 以 六 の 要素 記 構 成 され る 旅行 iC3 "の [R 
ン テン と いつ 言葉 か ら 層 冒険 > クビ が 2 イン の よら (に 感じ られ 
RSEZSSDE: De ご れ ま 記 の 旅 と は 三味 違う 体験 が < で きる 理大 状 
の でも 宝 必 日 の 遇 力 ポ じい た ける 新 ゆ い 旅 の スタ 5 の じ で す 。 


、 NSR 


條 最少 催行 人 員 : 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 (最少 催行 人 員 と は 、 コ ー 
ス を 催行 する た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 数 に 満た な いた 
め に お 申込 み の コ ー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 
の 場合 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あ た 
る 日 より 前 (日 帰り 旅行 は 3 日 前 に あたる 日 より 前 ) に 旅行 中 止 の 通 


安 で す 。 実際 の 発着 時 刻 、 集 合 時 刻 と は 異な る 場合 が あり ます 。 
I 
交通 手段 に つい て 
! バス 車内 は 禁煙 で す 。 乗車 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 着用 し て くだ さい 。 
利用 バス 会 社 に つい て は 各 コ ー ス ペー ジ を 確認 し て くだ さい 。 
! 航空 機 利用 の 場合 、 適 用 運賃 は 個人 包括 旅行 割引 運賃 、 又 は 包括 旅 
行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 利 用 航 空 会 社 は 、 
J AL 又は ANA 又 は S F J 又 は S NA の いずれ か と な り ま す 。 
! JR 利用 の 場合 、 募 集 型 企画 旅行 用 の 特別 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て い 
る た め 、 ご 利用 に 際 し て 一 部 制限 が あり ます 。 
生 ! ※ 東 海道 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、 
の 払戻 し は 一 功 で きま せん の で 、 予 めど 了承 くだ さい 。 「 特 大 荷物 」) を 車内 に 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 荷物 スペ ー ス つ 
@ 行 程 の 凡例 つ バ ス 、 航空 機 、… 徒 歩 、= 列車 、 一 船 、+ そ の 他 ( タ ニー き 座 席 の 予約 が 必要 (無料 ) で す 。 た だ し 、 席 数 に は 限り が あり ます 。 
クシ ー ま た は 送迎 車 )。 ( また 、3 辺 の 合計 が 250cm を 超え る 荷物 は お 持込み で きま せん 。 事 
I 
I 
I 
I 


知 を し ます ) ※ 同 行者 の 取消 に よっ て お 申込 基準 を 満た さ な く な っ 
た 場合 は 、 申 込 者 全員 が 自動 的 に 取消 扱い と な り 、 所 定 の 取消 料 が 
か か り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 
候 旅 行 代金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日 程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 
ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 


島 行 程 に 記載 の 出発 ・ 到 着 時 間 お よび 所 要 時 間 は あく まで 目安 で す 。 前 予約 せ ず に 特大 荷物 を お 持込み され た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 
交通 事情 な ど に より 異な る 場合 も あり ます 。 バ ス 移 動 時 間 90 て 120 円 税込 ) を お 支払 いい た だ く 必 要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 
分 を 目安 に 1 回 休 台 を お 取り し ます 。 小分け に し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 特 大 荷物 の 持ち 込み を 希 

旬 パ ン フ レッ ト に 掲載 の ある ガイ ド ・ 写 真 家 ・ 演 者 な どの 案内 人 が 変 望 さ れる お 客 様 は 、 旅 行 の お 申込 み 時 に お 申し 出 く だ さい 。 ご 不明 
更 と な る 場合 が あり ます 。 な 点 は 、 販 売店 係員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 荷物 の 持込み に 関す 

人 食事 条件 は 旅行 代金 の 中 に 含ま れ て いる 食事 を 表示 し て いま す 。 る 詳細 は 、 JR 東海 (https://wwwJjr-central.cojp/) JR 西日本 

人 行程 に 記載 の 1 日 目 出発 地 の 集合 場 所 まで 及び 、 最 終日 帰着 地 の 解 散 (https://wwwjir-odekake.net/) JR 九州 (https://wwwjrkyushu. 
場所 以降 の 交通 費 は お 客 様 負 担 と な り ま す 。 coJp/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 

人 行程 表 内 の 時 間 表 示 の 目安 は 下記 の 通り で す 。 ダイ ヤ 改 正 に より 、 便 名 ・ 列 車 名 ・ 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 本 数 な ど 


早朝 朝 午前 症 後 | タ 刻 還 夜 間 深夜 人 


04:00 06:00 08:00 12:00 16:00 18:00 23:00 04:00 ツア ー の 現地 合流 離 団 $ 可 能 で す ! 


※ 上 記 の 時 間 表 示 は 、 航 空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発着 時 刻 を 基 に し た 目 ※ 詳 細 は お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と かり ます 。 


【 全 コー ス 共 通 】 人 ご 出発 前 日 まで に 添乗 員 よ り 各 グル ー プ の 代表 者 様 へ ご 挨拶 の 電話 を させ て いた だ きま す 。 (国外 在 中 の お 客 様 へ の お 電話 は いた し ませ ん ) CPU 予約 時 に 連絡 の 取れ る 電 
話 番号 を 必ず 入力 くだ さい 。 尚 、 電 話 が 不要 な 場合 は 〔 現 地 素材 } MS に その 旨 を 入力 くだ さい 。 日 時 指定 は で きま せん 。 坦 発生 手配 不可 。 倫 特に 記載 の な い 限 り 行 程 中 の 全 宿泊 は 同一 客室 
数 に て 予約 くだ さい 。 但 し 、 定 員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 入 室 人 員 の 多い 旅行 代金 が 適用 と な り ま す 。 (プラ ン 料 金 適用 泊 日 を 1 室 の 利用 人 員 が 最大 の 宿泊 日 で 登録 ) 1 名 1 室 利用 は 
1 名 料金 適用 の 場合 の み 手 配 可能 で す 。 電 定員 の 都合 に よ り 室 数 が 異な る 場合 、 部 屋 割 指定 が 必要 で す 。 
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旅 を 楽し む 6 つ の ポイ ント 


① テー マ の ある 旅 で す 


その 土地 の 自然 ・ 文 化 ・ 歴 史 等 を わか りや すく お 客 様 に お 伝 
え し ます 。 


② アク ティ ビ テ ィ や 地域 交流 を 体験 し ます 


地域 の 自然 文化 等 を アク ティ ビ テ ィ で 深く 体験 し ます 。 
また 、 地 域 の 方 と の 交流 や 講話 で その 土地 の 文化 を 体感 し ます 。 


③ 地域 に 精通 し た ガイ ド が ご 案内 し ます 


現地 で は テー マ に 沿っ た ガイ ド が ご 案内 し ます 。 
学術 的 な 内 容 も 楽し く お 伝 え し ます 。 


④ 各 コ ー ス 湾 乗 員 が 同行 し ます (一 部 区 間際 く ) 


上 お客様 へ の ご 案内 と お 願い 上 
画 お 問 合 わせ ・ お 申込 み 


ご 希望 ツア ー の 掲載 ペー ジ と コー ス 名 、 出 発 日 を お 伝え くだ さい 。 
圏 グル ー プ で お 申込 み の お 客 様 
旅行 の ご 契約 者 は 代表 の 方 と な り ま す 。 誠 に 薦 縮 で す が 、 日程 表 や 


攻 
し 


コー ズー 

オホーツク と 美瑛 の 冬 景色 を 巡る 3 日 間 

【NEW】 金 2 つの 流水 船 に 乗船 と 美瑛 の 丘 で スノー シュ ー を 体験 
例 オ ホー ツク 流氷 館 ・ 特 別 ガ イド で 流氷 を 深く 知る 


あの 日 か ら 12 年 
今 を 感じ る 三陸 海岸 の 旅 3 日 間 
ぐ 唐 径 の 海 で 養殖 漁業 体験 
三陸 鉄道 ・ 岩 災 学 習 列車 に 乗車 


東 の 奥 参 り 「 神 宿る 出羽 三山 」 と 
色 薦 の 足跡 を 訪ね る 3 日 間 
ぐ 最 上 川 苗 葉 ラ イン 舟 下り 体 具 
地域 農家 さん で りん ご 狩り 体験 と 交流 


秋 の 上 高地 ・ 西 穂高 を 歩き 
北ア ルプ ス の 魅力 に 迫る 3 日 間 
ぐ 参 川 ク リア ボー ト 水 上 散歩 体験 
地域 農家 さん で りん ご 狩り 体験 と 交流 


正 遷 座 130 年 特別 公開 "熊野 本 宮 大 社 御 垣内 」 を 参拝 
参拝 者 に 想い を 馳せ 熊野 参 語 道 を 歩く 3 日 間 …P8 
熊野 川 丹 下り で 川 の 参 語 道 を 体験 
能 野 参 語 暴 革 羅 絵 解き を 体験 


出雲 神話 ゆか り の 地 と 
NEW】 世界 遺産 石見 銀山 を 訪ね る 3 日 間 
念 加賀 の 潜 戸 を クル ー ズ 体験 
多 地 元 ガ イド さん と の 石見 銀山 ・ 坊 道 跡 ウ ォ ー ク 体験 


し まな み 海 道 
自然 ・ 歴 史 探訪 と お 遍路 体験 3 日 間 
急流 観 潮 船 で 来島 海峡 を 体験 
四国 遍路 を 地元 ガイ ド さ ん と の 交流 を 交え て 体験 


四 説 較 土佐 の 歴史 と 
四万十 の 大 自然 を 訪ね る 3 日 間 
土佐 くろ し お 鉄道 貸切 列車 (1 両 ) に 乗車 
職人 さん と の 交流 を 交え な が ら の か つ お 菓 焼き 体験 


茜 諾 主 長崎 の 和 華 蘭 文化 と 
NEW) 祈り の 島 五 島 列 島 を 訪ね る 4 日 間 
人 世界 遺 産 軍艦 島 に 上 陸 体 験 
金 秘 窯 の 里 大 川内 山 散策 と 伊万里 焼き 絵付 け 体験 


南 の 楽園 で 独自 の 歴史 文化 と 

NEW) 豊か な 自然 を 体験 する 3 日 間 
金 マ ング ロー プ ブ カヤック 体験 

欠 泥 染 職人 さん と の 交流 で 大 島 細 染物 体験 


世界 自然 遺産 や ん ば る の 豊か な 自然 と 
人 々 の 暮らし に 触れ 長寿 の 秘訣 に 迫る 3 日 間 … P14 
例 鹿 佐 次 川 マ ング ロー プ 観 察 & カ ヌー 体験 
念 大 宣 味 村 ・ 喜 如 嘉 で 暮らす ガイ ド さ ん と 集落 散策 


世界 自然 遺産 ・ 西 表 島 探究 と 
八重 山 諸島 の 島々 を 巡る 4 日 間 
ぐ 沖 縄 伝統 漁船 サバ ニ 清 ぎ 体験 
地域 住民 の みな さま と ラン チ 交 流 & 大 浜 農園 見 学 


ご 請求 書 な どの 案内 書類 は 代表 の 方 の み へ の 送付 と し なり ま す の で 、 
あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 

画 旅 行 代 金 の お 支払 い 

お 振込 み も しく は クレ ジッ トカ ー ド 決済 に て 承っ て お り ま す 。 J TB 旅 
カー ド ご 利用 の 場合 は 、 お 近く の J TB 店 舗 に て お 申込 み 、 お 支払 い 
を お 願い し ます 。 


大 自然 の 神秘 ! の 6 り 比 べ ! 


ーー スー 


< 科 の 


小倉 博昭 g 体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 


Be my BIEI マ スタ ー ガ イド / 十 勝 岳 ど ジオ パー ク 認 定 ガ イド (3 日 目 : 午 前 ) 
【 同 行 区 間 】 問 
3 日 目 : 美瑛 の 丘 ス ノー シュ ー e 美麗 の スノーシュー 


1996 年 に 東京 か ら 移住 し 、 SO ガイ ド と し て 活躍 。 現 在 は 丘 の まち びえい DMO( 美 瑛 町 観 
光 協 会 ) に 所 属し 、 動 植物 や 自然 景 観 な ど 地 域 な ら で は の 特色 を わか りや すく 伝え る イン ター プ 
リ テ ー MIPS TI 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


流水 を 深く 知り 雄大 な 流水 の 世界 を 体感 
ロシア の アム ー ル 川 付近 で 生ま れ 
ーー デー た 流水 は 、 約 1.000km 離 れ た 日 本 の テニ ーー トー 
オホーツク 海 で も 限ら れ た 期間 に ガイ ド と と も に 緩やか な 丘 を スノー 
観察 する こと が で きま す 。 流氷 の シュ ー で 歩き ます 。 一 面白 銀 の 雪原 に 
名 所 ・ 網 走 で は 、 オ ホー ツク 流氷 自分 だ け の 足跡 を 残し に 出かけ まし 
館 で 解説 員 に よる 特別 ガイ ド で 流 よう? 
ゝ さ ミ 示 > m 所 要 時 間 : 約 120 分 
SH の 2 2 ョ 注意 事項 : 吹 細 な どの 荒天 時 は 中 止 
と な る 場合 が ご ざい ます 。 レイ ン ウ 
氷 を 砕き な が ら 進 む 流氷 観光 砕 ェ ア を ご 用 意 く だ さい 。 
氷 船 「 お ー ろ ら 」 に 乗船 し ます 。 


還 
イ 
ド 
紹 
介 
例 


2 日 目 較 。 55 就航 し た 「 ガ リン コ 号 
IMERU」 に 乗船 し ます 。 船体 下 に 取り 付け られ た ドリ ル で 氷 を 
大 胆 に 砕い て 進む 迫力 の ある 様子 や 全身 か ら 伝わる 振動 、 砕 
けた 氷 の 間 か ら 見 える 神秘 的 な ブル ー の 色彩 な ど 流 氷 の 魅力 
を 身近 に 感じ て くだ さい 。 ま た 、 流 氷 の 音 を 聞き な が ら 、 天然 
記念 物 の オオ ワシ や オジ ロワ シ 、 ア ザラ シ な ど 貴 重 な 生 物 に 
運 が 良けれ ば 出会え る か も し れ ま せん 。 夕刻 、 雪 に よっ て 青い 
湖面 を 見 る こと が で き な い 冬 の 青い 池 で は 、 ラ イト アッ プ さ 
れ た 幻想 的 な 光景 を お 楽し みい た だ きま す 。 


出発 地 


出発 日 2 月 13 日 ( 炎 )、2 月 2 1 日 ( 水 ) 


放 め 6AEAJ300 
半 E 計 旨 (現地 オプ ショ ン ) 


と 最少 催行 人 員 : 10 名 


面 か ら 予約 くだ さい 。 


出発 地 、 エ スコ ー ト 
素材 の 積み 上 げ 必須 、 


現地 交流 ・ 文 化 体験 
(1 日 目 : 午 後 ) 


* オホーツク 流氷 館 ・ 特別 ガイ ド 


専属 ガイ ド の 案内 で 流水 と オホーツク 
海 の 生態 系 に つい て 学び ます 。 本物 の 
流水 を 展示 する 流氷 体感 テラ ス で は 水 
が 一 瞬 で 凍る 「 過 冷却 」 を 特別 に 体験 し 
ます 。 

m 所 要 時 間 : 約 60 分 


美瑛 で 冬 の 雪原 を 満喫 する 


最終 日 は まっ 白 な 雪原 が 広 が 
り ま さ に 冬 の 北海 道 を イメ ー 
ジ す る 美瑛 の 丘 で 特別 な 許可 
を も ら っ て 実施 する スノー シ 
ュー 体験 で す 。 専 属 ガ イド の 
案内 で 美瑛 の 魅力 を 感じ る と 
と も に 、 体 力 に 合わ せ て 思い 
思い の 場所 か ら 冬 の 絶景 を 目 
(人 3E34RIES 有 2 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
2 人 1] 室 1 人 1 室 


羽田 空港 (12:00 て 13:00 発 ) 之 伊丹 空港 (10:00 て 11:00 発 ) 女満別 空港 (14:30 て 15:00 発 ) 
女満別 空港 羽田 空港 女満別 空港 X 


皿 加 一 


し り 湖 鶴 雅 リゾ ー ト 泊 
朝 : 宿 一 紋別 港 流 水 ク ルー ズ ( 砕 氷 船 ガリ ンコ 号 由 IMERU に 乗船 ) て 紋別 港 … 氷 海 展望 塔 オ ホー 
ツク タワ ー( 日 本 最 北端 & 最大 級 の 海中 展望 塔 を 見 学 ) 一 白金 ・ 青 い 池 ( 水 面 に 雪が 積もり 、 ラ イト 
アッ プ さ れ た 幻想 的 な 光景 を お 楽し みく だ さい ) っ 夕刻 : ホ テル パー ク ヒ ル ズ 泊 
朝 : 宿 一 美瑛 の 丘 ス ノー シュ ー( 千 代田 ファ ー ム の 丘 は 大 雪山 連邦 を 望め る ビュ 
っ 旭山 動物 園 ( 行 動 展示 で 話題 の 動物 園 を 90 分 見 学 ) 一 

旭川 空港 ラ 旭川 空港 錠 羽 田 空 港 ラ 旭川 空港 (15:00 て 16:00 着 ) 
羽田 空港 (17:30 て 18:30 着 ) 伊丹 空港 (20:00 て 20:30 着 ) 


皿 加 い 


ー ポ イン ト で す ) 


皿 男 の 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


用 バス 会 社 : 阿寒 バス 、 綱 走 観 光 交通 、 網 走 バ ス 、 く し ろ バ ス 、 北 見 バス 、 斜 里 バ ス 、 拓 殖 バ ス 、 十 勝 バ ス 、 根 室 交 
通 、 北 紋 バ ス の いずれ か ※ 流 氷 観光 砕氷 船 お ー ろ ら は 流水 が な い 場 合 は 運休 と な り ま す 。 流 氷 砕氷 船 ガ リン コ 号 想 
IMERU は 流水 が 見 えな い 場 合 で も 海上 遊覧 船 と し て 運航 し ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


4 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 … 船 ++ その他 


東京 発 | 161.000 円 181,000 円 
大 阪 先 | 178.000 円 198,000 円 
つ オ ホー ツク 流水 館 ・ 特 別 ガイ ド (流水 と オホーツク の 海 の 生 き 物 が テー マ の 施設 ) つ 網走 港 ー 流 | メ 126,000 円 146,000 円 
氷 ク ルー ズ ( 流 水 観光 砕氷 衣 お ー ろ ら に 乗船 し 、 流 水 を 間近 で 見 学 ) て 網走 港 夕刻 : 北 天 の 丘 あ ば | 夕 東京 発 の み 上 記 代金 に 12,000 円 追加 


北 天 の 丘 あ ば し り 湖 鶴 雅 リゾ ー ト 


[部 屋 ] 和室 叉 は 洋室 
[お 食事 ]【 夕 ]】 バ イキ ング 
【 朝 】 バ ィ キ ング 型 


ホテ ル パ ー ク ヒル ズ 


9 /2 [部 屋 ]」 ツ イン 
詳 人 [お 食事 ]【 夕 】 バ イキ ング 
が 【 朝 】 バ イキ ング 2 


大 
7] 


現地 オプ ショ ン 」 画 還 - 


宿泊 日 の 宿泊 素材 、、。- 


シベ リア を 源 と する 流水 は 、 日 本 で は 北海 道 の オ ホー ツク 海 で 一 定 の 期間 の み 見 る Ce 
こと が で きる 自然 現象 。 こ の 旅 で は 2 種類 の 砕 水 船 で 流水 を 観察 し 、 流 水 館 で は ガイ 
ド の 解説 で 流水 と し オホーツク 海 の 生 態 系 に つい て より 深 @ 知 っ て いた だ きま す 。 


NR や RIE 流水 砕氷 船 ガリ ン ヨ 号 軸 IMERU 半 


レー 


還 
三陸 海岸 治 い の 岩 災 復興 と その 暮 ら じ を 知る 


あの 日 が ら 12 年 


問 靖 フグ クーン ガイ ド ツ アー ズ 代 表 
中 画 【 同 行 区 間 】 
弄 2 日 目 : 唐 業 半島 オル レー 折 石 
8 っ Ao 気仙 沼 市 唐桑 出身 。 気仙 沼 市 内 で の トレ ッ キ ン 
9 1 日 目 : 気仙 治 市 東日本 大 岩 炎 遺 グ や マリ ン ア クティ ビ テ ィ な ど 幅 広い ジャ ン ル 
構 ・ 伝 承 館 で ガイ ド を 行っ て いま す 。 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


気仙 沼 の 震 災 当時 の 様子 、 そ の 復興 を 知る 

農 災 の 記憶 と 教 証 を 伝え 、 警 鐘 を 鳴ら 
し 続け る た め の 施 設 「 気 仙 沼 市 東日本 
大 震 災 遺構 ・ 伝 承 館 ( 旧 気仙 沼 向 洋 高 
校 )」 に は 津波 の 跡 が 残さ れ て お り 、 案 
内 ガイ ド と 共に 見 学 す る こと で 、 当 時 
の 状況 を より 身近 に 感じ る こと が で き 
る で し ょ う 。 その 後 は 語り 部 ガイ ド と 
と も に 気仙 沼 の 町 を 実際 に 歩き 、 海 沿 
い の 防 潮 堤 な ど 、 気 仙 沼 の 人 々 の 生活 
に 根付 く 震 災 の 教訓 ・ 祈 り を 知り ます 。 


宮城 オル レ ・ 気 仙 沼 唐 薬 コー ス を 歩き 、 
独自 の 地形 と その 暮らし を 知る 

FE 光り 輝く 海 と 緑 の 半島 ・ 唐 桑 を 歩く 宮 
城 オ ルレ 。 半島 先端 部 か ら ス ター ト し 、 
海岸 に 治っ て 歩く と 、 半 島 先 端 部 か ら 太 
平 洋 を 見 渡す 御崎 岬 、 東 日 本 大 震 災 の 際 
に 海上 席 か ら 打 ち 上 げ ら れ た 巨大 な 津波 
石 、 唐桑 の 漁師 が 建て た 大 き な 瓦 屋根 が 
特徴 の 「 唐 桑 御殿 」 の 家並み な ど 、 独 自 の 
地形 と 文化 を 体感 する こと が 出来 ます 。 


中 = 近藤 公 人 氏 
し け せ ん ぬ ま 震 災 伝承 
ネッ トワ ー ク 代表 


合 【 同 行 区 間 】 


( き 1) マ 黄 そ ささ は 


届 処 件 泡 同 当 田 


今 を 感じ る 三陸 海岸 の 旅 3 日 間 


東日本 大 震 災 か ら 12 年 。 長年 海 と 密 
志 災 当時 に 思い を 肪 せ 、 復興 の 現在 地 を 探る る と も に 、 気仙沼 ・ 唐 桑 半島 の 痢 自 の 地形 
を 歩い て 体感 する こと で 、 そ の 土地 な ら で は の 文化 と 人 々 と の 繋が り を 感じ る 旅 で す 。 


人 


東京 発 還 94 ヨ 骨 以 (0 
大 阪 発 


蘭学 DAECJ2A0 


RG YS RS 


に ーー ンー ニー っ roz コ こ は さ ン 2e ス の * 


2 
5 提 城 県 失 光 FE: ジョ 
CSNZNYnmeーー ニ テー SS - マ だ っ = 


体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 
(2 日 目 : 午 後 ) 
唐桑 の 海 で 養殖 漁業 体験 


ら 


現地 交流 ・ 文 化 体験 


(3 日 目 : 午 前 ) 


山々 に 囲ま れ 栄 養 豊 富 な 水 が 流 れ 込む 鵜 住居 駅 か ら 宮 古 駅 まで 、 三陸 鉄道 ・ 


唐桑 の 海 で 、 山 と 海 の 繋が りや カキ ・ 震 災 学習 列車 に 乗車 し 、 震 災 当 時 の 欄 


ホタテ の 養殖 漁業 に つい て お 話 を 伺 
い 、 養 殖 イ カ ダ を 見 学 し ます 。 
m 所 要 時 間 : 約 60 分 


子 や 復興 の 様子 に つい て 、 車窓 か ら 景 
色 を 眺め な が ら 、 お 話 を 伺い ます 。 
m 所 要 時 間 : 約 75 分 


三陸 海岸 沿い の 岩 災 当時 の 様子 、 
その 復興 を 知る 


記 


三陸 鉄道 ・ 岩 災 学 習 列車 で は 車窓 か 
ら 三 陸 の 景色 を 眺め 、 三 陸 鉄 道 社員 か 
ら 「 岩 災 当 時 の 様子 」「 今 の 被災 地 の 状 
況 ・ 現 状 の 問題 」、 に つい て 現場 の 声 を 
聴き ます 。 東 日 本 大 震 災 で 大 き な 被 害 
1 を 受け た 田老 地区 の 津波 遺構 「 た ろう 
観光 ホテ ル 」 で は 、 避 難 道 や 防潮 堤 を 
歩き な が ら 防 災 に つい て 学び 、 海 と 生 
き て いく 三陸 の 旅 を 締め くく り ま す 。 


当 流 生 紛 


上 | た ら う 人 8 ホテ デル 
宮城 オル レ に つい て 


て オ ルレ と は -ー 海岸線 や 山 等 の 自然 、 民 家 の 路 地 な ど を 身 
近 に 感じ な が ら 歩 く 散策 の 事 。 今 回 は 気仙 治 唐桑 コー ス の 一 
部 で ある 4.7km の 道のり を 約 3 時 間 か け て ゆっ くり 歩き ます 。 


上 人 56 
※ 注 意 事 項 : トレ ッ キ ング シュ ー ズ ・ 雨 具 を ご 用 意 く だ さい 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 2 人 1 室 PSE3 


東京 駅 (10:00 一 11:00 発 ) 
大 宮 駅 ミー ノ 関 駅 


10』22 晶 (日)、1 1 月 8 日 () 


新 大 阪 駅 (7:30<8:30 発 ) = 京都 駅 一 ノ 関 駅 (12:00 一 13:00 発 ) 
三 名 古屋 駅 三 東 京 駅 ニー ノ 関 駅 ※1 昼 食 は 付き ませ ん 


づつ 気仙 沼 市 東日本 大 震 災 遺 構 ・ 伝 承 館 (| 旧 気仙 沼 向 洋 高校 ) つ 海 治 い の 防 潮 堤 な ど 語り 部 と 共に 1 時 間 程 度 | ※ 
の プロ グラ ムー タ 夕刻: 気仙沼 プラ ザ ホ テル 泊 ( 夕 食 は フカ ヒレ 次 煮 付 和 会 席 、 夕 食後 は 大 島 亀 山 で 星空 観賞 ) 


前 : 宿 唐 径 半島 ・ オ ルレ スタ ー ト 地点 … 御 崎 神社 … 御 


(朝食 前 に 宿 よ り 徒歩 に て 魚 市 場 見 学 ) 2 
桑 半島 の 先端 の 絶景 スポ ッ ト ) … 神 の 倉 の 津波 石 ( 東 日 本 大 震 災 の 際 に 海底 か ら 打 ち 上 げ ら れ た 巨大 な 石 ) 
… 弥 右 衛門 坂 … 椿 の トン ネル … 唐桑 御殿 の 家並み … バ ス 乗 り 換 え 一 養殖 漁業 体験 一 折 石 (三陸 復興 国立 
公園 の 景勝 地 。 高 さ 16 メ ー ト ル の 大 理 石 の 石柱 「 折 石 」 は 1896 年 の 大 津波 に よっ て 先端 が 折れ た こと か ら こ の 
名 が 付い た ) ~ 夕刻 : 同 宿泊 (海鮮 御膳 夕食 ) 


( 海 の 市 や お 魚 い ちば な ど で ご 自由 に 海 の 幸 の お 買い 物 )< 


育 岬 ( 唐 


の 


前 : 宿 弟 住 居 = 三陸 鉄道 ・ 岩 災 学 習 列車 (三陸 
= 宮 


ル や 防潮 堤 な ど 防 災 ガ イ 
盛岡 駅 大 宮 駅 = 
東京 駅 (18:30 一 19:30 着 ) 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 伊丹 空港 まで 同行 し ます 。 
社 : 岩手 県 交通 、 十 和田 観光 電鉄 、 秋 北 バ ス 、 花 巻 観光 バス 、 


鉄道 社員 が 語る 「 岩 災 当 時 の 様子 」「 今 の 被災 地 の 状 況 ・ 現 状 の 問題 」) 


古 一 田老 地区 (I 旧 た ろう 観光 ホテ 


ド の 案内 で 津波 遺構 な ど 見 学 ) つ 
盛岡 駅 づつ 花巻 空港 
伊丹 空港 (19:45 て 20:45 着 ) 


盛岡 駅 (16:00 て 17:00 着 ) 


※ 利 用 バス 会 
本 高速 バス 、 富 士 モ ー タ ー サ ービス 、 新 栄 観光 バス (岩手 県 )、 


北国 観光 の いずれ か ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


っ バス 航 空 機 … 徒 歩 


列車 一 船 + その 他 


139,000 円 | 146,000 円 
159,000 円 | 166,000 円 


更 着 | 118.000 円 | 125,000 円 


気仙 沼 プ ラ ザ ホ テル 


[部 屋 ] 和室 又は 洋室 
[お 食事 ]【 夕 】 和 会 席 

【 朝 】 和 食 セ を ッ ト メ ニュ ー+ ハ ー フ バ 

イ キ ング 中 (月 大 、、 


影響 を 与え < 守 生 1 
に スー に で SE 誌 良 6AECJ210 


: 湯 DC mM は まわ リン 


に 


宿る 出羽 三 山間 焦 を ョ の 日 語 了 S 放 】 6CECJ210 


誠 放 6CECJ2A0 


リン イー る 
最上 川 ラ イン 下 ! ュー プ 
靖 乗 各地 に 


ae 


羽 置 山 、 月 山 、 湯殿 山 か ら な る 出羽 三山 は 、 自然 信仰 や 仏教 、 密教 が 混ざり 生ま れ た 日 本 独特 の 修験 道 ( 山 
信仰 ) の 地 で す 。 江 戸 時 代 か ら 羽 軒 山 (現在 )、 月 山 (過去 )、 湯 殿山 (未来 ) の 三山 を めで る と 、 新 た な 魂 と し て 
生ま れ か わる こと が で きる と 言わ れ ま す 。 西 の 伊勢 参り 、 東 の 奥 参 り 」 と いわ れる 、 生ま れ か わり の 旅 で す 。 


』 山伏 案内 山寺 観光 ガイ ド 


[同行 区 間 】2 日 目 出羽 三山 神社 [同行 区 間 】3 日 目 : 宝珠 山 立石 寺 
ド 
細 


山伏 が 山頂 各所 を 詳し く 案 内 いた し ます 。 根本 中 堂 か ら 奥 の 院 ま で の 千 段 余 の 石 Term ii 1 
的 、 文化 的 二 < 地域 農 家 さ ん と の 交流 


MM 段 を 登り な が ら 、 山寺 の 歴史 


月 山 八 合 目 弥 陀 ヶ 原 ガイ ド 背景 を ご 案内 いた し ます 。 最上 川 の 流れ に りん ご 狩り 体験 
司 行 区 間 】2 日 目 : 月 山 弥 陀 ヶ 原 身 を まかせ 、 船上 請 馬 琶 に 


か ら の 景色 を 楽 
し め ま す 。 功 薦 も 


【 
月 山 山 麓 に 住み 、 弥 陀 ヶ 原 の 自然 を 知り 尽く し 
た ガイ ド が ご 案内 いた し ます 。 


紅葉 が 始ま る 最上 川 。 旅 し た 最上 川 は 
ee と (10 月 下旬 ) まる で 水墨画 の 
紳 薦 の 足跡 を た どり 、 そ の 心 に 触れ る よう な 景色 が 広がり ます 。 貸切 に し た 
隔 半 の 昧 勝地 農家 の 皆さま と の 交流 を 終え 、 功 廊 が 1689 年 ( 元 MM NRN ai の 
禄 2 年 ) に 清川 に っ 向け て 舟 で 下っ た 乗船 の 地 を 車 や こと 6 / 人 
窓 で 見 つつ 景 上 川 を 下り ます 。 景 上 川 を 下る Sm の 9 分 っ た 果樹 園 を 訪れ 、 美 味 しい 果 物 の 選 
20 2 、 = 注意 事項 : 強風 に より 運航 が で き な び 方 を レク チャ ー い た だ きま す 。 
前 、 据 焦 は さ み だ れ を あつ め て すす し も が み い 場 合 が ご ざい ます 。 = 所 要 時 間 : 約 30 分 


川 」 と 詠み 、 本 合 海 か ら 急 流 を 自ら 下る と 「 五 月 
雨 を あつ め て 早 し 最上 川 」 と 改め ます 。 最上 川 の 
絶景 を 船上 か ら 眺 め 功 葉 の 心情 に 迫り ます 。 「 語 る な か れ 、 聞 く な か れ 」 


湯殿 山 再 と 山寺 を 巡る 
時 本 古く か ら の 修験 道 の 地 を : = 


最終 日 は 「 未 来 の 世 を 表す 山 」 湯 殿山 へ 。 
出羽 三山 の 奥宮 と され た 湯殿 山 は 「 語 
な か れ 、 聞 く な か れ 」 と 戒め られ 、 古来 よ 
0 電 語 で 上 呈 半 ぎし ご 天 翼 胸 し で 
2plLTG(KUN(72RN。 で を 居 つい で 邊 NN 
も いけ な い 」 と いう 搾 が あり ます 。 裸足 
に な り 、 お 秋 い を 受け た 後 、 温 泉 の 湧き 
出る 巨岩 の 御 神体 を 参拝 し ます 。 旅 の ク 
ライ マッ クス は 、 松 尾 苗 薦 も 訪れ た 古 東 
・ 立 石 寺 (山寺 ) を 地元 ガイ ド さ ん と ゆ 
っ くり と 参拝 。 奥 の 院 に 至る 1015 段 の 参 
道 は 苔むし た 老 杉 に 覆 わ れ 、 句 碑 や 板 
碑 、 多 く の 堂 塔 が 並び ます 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


証 OSDPP EHP 
本 黒山 へ 。 随 神門 か ら 杉 並木 を 抜け 、 国 宝 の 五 重 
時 塔 を 見 学 。 そ の 後 、 バ ス で 三 神 合 祭典 へ 向かい 
ます 。 頂上 で は 山伏 の 詳し い 案 内 が あり 、 修 験 
EEy 義 市 衝 た 2% 信 道 の 世界 を 身近 に 感じ ます 。 斎 館 ( 旧 華 蔵 院 ) で 
国語 強 加 張 の 精進 料理 の 昼食 も 楽し み で す 。 午後 は 「 過 去 の 
ーー 和範 世 を 表す 山 」 月 山 へ 。 高 山 植物 が 咲き 乱 
証 。 れ 、 木 道 が 整備 され た 歩き や すい ボー ド 
ウォ ー ク で 月 山 八 合 目 弥 陀 ヶ 原 を 散策 し 
ます 。 天気 が 良けれ ば 月 山神 社 が 逢 拝 で 
狂気 双 が 乱 づ く 崩 中 八 含 国 較 証 季 寺 頭 


敵 江 


[部 屋 ] 洋室 


1 人 1 1 室 
ー チ ェ リ ー ラ ンド さ が え (山形 名 物 を ふん だ ん に 使っ た 昼食 ) つ りん ご 狩り 体験 古 ロー〈 最 上 峡 功 薫 118,000 円 120,000 円 
廷 ) … 斎 館 (精進 料理 の 昼食 ) … 資料 館 (自由 見 学 ) つ 月 山 で 死後 の 安楽 と 往生 を 祈る (月 山 八 合 目 弥 陀 
そば と うど ん の 合い 盛り の 昼食 の 後 、 山 寺 参 拝 。 根 元 中 堂 … 宝 物 殿 … 山 門 … せ み 塚 … 仁 王 門 … 奥 之 | 朝 
東京 駅 (19:00 て 20:00 着 ) 伊丹 空港 (19:00 て 19:30 着 ) 


10 月 1 日 (日 )、10 月 16 日 (月 

W )、10』16 日 () 142. 000 円 144.000 円 
ライ ン ( 氷 墨 画 を 思わ せる 最上 川 の 絶景)〉 草 秦 一 夕刻: 東京 第 一 ホテ ル 鶴 岡 泊 
ヶ 原 散策 (10 月 上旬 は 草 紅葉 の ピー ク で す / 約 2.2km・90 分 ) … 月 山中 の 宮 ( 参 拝 ) 夕刻 : 同 宿泊 羽黒 山 まだ 色 付 始め 
院 … 開 山 堂 ・ 納 経堂 … 五 大 堂 を 地元 ガイ ド さ ん と ゆっ た り 巡 り ま す ノ 階段 1015 段 ・2 時 間 ) > 東京 第 二 ホ テル 鶴岡 

※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 山形 駅 か ら 最終 日 山形 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 


東京 駅 (7:30 て 8:30 発 ) 山形 駅 人 二 E 山形 駅 (11:00 て 11:30 発 ) 
朝 : 宿 一 羽黒 山 で 現世 の 幸せ を 祈る ( 随 神門 … 五重塔 三 出羽 三山 神社 (山伏 案内 ) … 三 社 合 祭 殿 ( 団 体 祈 
朝 : 宿 一 湯殿 山神 社 で 生ま れ 変 わり を 祈る (大 鳥居 く 本 宮 参 拝 バ スッ 御 赤 所 … 本 宮 ( 参 拝 ) 一 山寺 (名 物 
山形 空港 有 山 形 駅 = 山形 空港 ラ 山形 駅 (16:00 て 16:30 着 ) 

会 社 : 山 交 バス ※3 人 1 室 の 設定 は あり ませ ん 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


|【 夕 】 和 中 折 夷 又は 洋食 モッ 


トメ ニュ ー ※ 選 べ ま せん 


【 朝 和洋 バイキング 


6 つ バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 … 船 ++ その他 


EE 
議 日 本 を 代表 する 傑出 じ た 山岳 地帯 の 自然 


北ア ルプ ブス に 精通 た 信 州 登 


9 の 


太 観 美 に 触れ る 


の 3 


シル 
[ 
| 


加 集 安行 


\ 山 案内 人 誠 加 集 安行 。 氏 と 行 < 


2 日 本 を 代表 する 山 生 景勝 地 、 中 部 山 項 国 立 公 園 は 日 本 で 最初 に 認定 きれ た 国立 公園 の ひと つ で 、 雄大 な 山 量 景 
観 は 登山 者 を 魅了 し て いま す 。 今回 は 、 年 間 で 多く の 人 が 訪れ る 上 高地 や 初心 者 で も ご 参加 いた だ ける 西 穂 丸 
山 の ト レッ キン グ 、 安 曇 野 エ リア で の 体験 を 通し て 、 そ の ダイ ナミ ッ ク な 景観 美 と 地域 の 魅力 を お 伝え し ます 。 


東京 発 


6AEPJ200 
6CEPJ200 
6AEPJ2A0 


少 催 行人 員 : ・10 名 
素 


大 阪 発 


を みろ 


と ば 現地 発着 


デ 


ーー 


_ 直 高 地 * 沿 富 紀 (⑩ 局 軸 * 下 旬 仙 ) _ 増 


要 


合同 会 社 W-Asobi 代 表 / 信 州 登山 


案内 人 


【 同 行 区 間 】1 日 目 : 塩尻 駅 3 


目 : 松本 駅 


(3 日 目 : 午 後 ) 商 絆 午前 ) 


ボー e 地域 農家 さん と 交流 ・ 


(きき 1)3 潮 ふさ 


信用 カナ ダ 居 住 


経験 の 中 で 、 日 本 の 


然 や 食べ 物 、 文 化 の 多様 性 の 素晴らし さ に 気 づ 


2 


」 是 上 | き 、 多 く の お 客 様 に 伝え た いと の 思い か ら 安 曇 野 で 活動 し て いま す 。 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


北ア ルプ ス の 玄関 口 ・ 上 高地 を 知る 


まず 初め に 訪れ る の は 人 気 観光 地 で 北ア ル 
プス の 玄関 口 で も ある 、 全 国 屈指 の 紅葉 スポ 
ッ ト 上 高地 。 自然 観察 を 楽し みな が ら 河 童 橋 
て 大 正 池間 の 自然 研究 路 を 散策 し ます 。 上 高 
地 の シ ン ボ ル 河 童 橋 か ら は 、 エ メラ ルド グリ 
ー ン の 析 川 や 壮大 な 穂高 連邦 、 木 々 の 鮮やか 
な 美しい 姿 を 堪能 で きる で し ょ う 。 


に 乗っ て パドル を 溝 


安曇 野 わ さ び 田 混 水 群 の 参 川 を ゴ / ム ボ ー ト 


に 任せ て の ん びり と 進み ます 。 

m 所 要 時 間 : 約 15 分 

m 注意 事項 :2 班 に 分 か れる 及び 当 ツ アー 以 
人 SR り ま 


ト 水 上 散歩 体験 
IS りん ご 狩り 体験 


EN わぁ 
5 9 


6 計 9 


曹 いで 上 り 、 下 り は 流れ 
果樹 園 が こだわ り の 農法 、 低 農薬 
栽培 で 育て た りん ご の 品種 な ど を 
味見 を し な が ら レ クチ ャ ー い た だ 
きま す 。 


ルプ ブス 然 を トレ ッ キ ン 感 天候 の 影響 に より 体験 いた だ け な い ョ m 所 要 時 間 : 約 70 分 (りん ご 食べ 
| 2mm 語 | 宙 4 デ の 大 自然 を ト ッ キ グ で 体 時 が あり ます 。 放題 ・ ジ ュー ス 飲 み 放 題 ) 


新穂 高 ロ ー プ ウェ イ は 北ア ルプ ス に 囲ま れ 、 そ の 
豊か な 自然 を 手軽 に 満喫 で きる の が 魅力 の ひと 
つ 。 標高 2156m の 西 穂高 口 駅 まで ロー プ ウ ェ イ を 
利用 し 、 標 高 2452m の 穂高 丸山 を 歩い て 目指 し ま 
す 。 ロ ー プ ウェ イ で 駅 到着 後 、 展 望 合 か ら の 景色 
を 楽し ん で か らい よい よ ト レッ キン グ ス タ ー ト 。 
杜 高 2367m の 西 穂 山 蘭 か ら 上 は 森林 限界 を 超え 視界 が 開け る た め 、 北 ア 
ルプ ス の 山々 を 望む こと が で き 、 季 高 丸山 山頂 か ら は 舟 高 連峰 の 絶景 や 
前 日 に 訪れ た 上 高地 を 望む こと も で きま す 。 山道 は 緩やか な 和 村 線 で 初心 
者 の 方 で も チャ レン ジ し や すい トレ ッ キ ング ルー ト で す 。 

【 服 装 ・ 装備 に つい て 】 ト レッ キン グ シ ュー ズ 、 上 下 セ パレ ー ト の 雨 衣 ・ 雨 具 、 帽 
防寒 着 な ど を ご 準備 くだ さい 。 


ーーーーー 


四 清 Up の 時 抽 


出発 日 105 昌 ()、10』18ck)、10』25ck) | 


新宿 駅 (7:30 て 8:30 発 ) = 新 大 阪 駅 (7:30- て 8:30 発 ) = 塩尻 駅 (10:45 一 11:15 発 ) 


に | 
次 


塩尻 駅 名 古屋 駅 = 塩尻 駅 Xx 
上 ー 上 高地 バス ター ミナ ル … 上 高地 (標高 1500m の 山岳 地 ) 散策 (河童 橋 … ウェ スト ン 碑 … 田代 池 … | 和 
大 正 池 / 約 4.1km・ 約 90 分 )‥ . 大 正 池 > タ 刻 : 科 高 寿山 の ホテ ル 泊 ( 源 表 か け 流し の 名 湯 を お 楽し みく タ 


だ さい ) 
前 : 宿 一 新穂 高 ロ ー プ ウェ イ ・ し ら か ば 平 駅 (日 本 で 


の 2 階 建 て ロー プ ウ ェ イ )++ 西 穂高 口 駅 


… 西 穂 丸 山 ト レッ キ 1 


高 口 駅 展望 


台 (2156m)・ 


・ 西 穂 山荘 (2367m)… 


・ 西 穂 丸山 (2452m) … 


本 山荘 自由 尽 食 )・ 


高 口 駅 / 約 4km・ 約 270 分 ・ 


詩 高 差 296m)++ し ら か ば 平 駅 夕刻: 安曇 野 


皿 加 い 


臣 天 匠 北ア ルプ ス の 麓 ・ ・ 安 曇 野 エ リア の 柳 ま 力 に 迫る 


aeeis、 


0 
ア の 魅力 を 体感 し ます 。 早朝 に 専 
人 半 BIRSHDT 
に 広がる 安曇 平 と 目 の 前 に そびえ る 
北ア ルプ ス 、 運 が 良けれ ば 雲 海 の 絶 
景 を 眺め な が ら コ ー ヒ ー タ イム を 楽し み ま す 。 ホテ ル へ 戻 
り 朝食 を 済ま せ た 後 は 、 果樹 園 へ 移動 し 低 農薬 栽培 に こ だ 
わっ た りん ご 狩り や 名 水 100 選 の 美しい 湧 水 の 夢 川 を クリ 
ー ト で 水上 散歩 体験 し 旅 を 締め くく り ま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 2 人 1 室 1 人 1 室 


137.000 円 153.000 円 
143,000 円 | 159,000 円 
128,000 円 | 144,000 円 


穂高 荘 山 の ホ テル 


[部 屋 ] 和室 又は 洋室 
[お 食事 ] 【 夕 】 和 食 会 席 
【 朝 】 和 定食 


二 高 ビ iP PMS し て 評判 で す ) 
早朝 : 宿 一 (専用 送迎 車 ) 長峰 山 山頂 (晴れ た 日 は 北ア ルプ ス の パノラマ ビュ ー を 一 望 し な が ら コ 


上 . 交 人 5 峰 中 


ー ヒ ー タ イム ) つ (専用 送 車 ) つ 宿 日 
3 | 午前 : 宿 安曇野 観光 果樹 園 ・ り ん ご 狩り (長野 の 特産 品 を 味わう ) つ 大 王 わ さび 農園 ・ ク リア ボ 
目 | 一 ト 体験 (名 水 100 選 の 美しい 川 で 水上 散歩 ) つ ee 
x [部 屋 ] 洋 室 
松本 駅 = 松本 駅 名 古屋 駅 ニ 松本 駅 (15:00~15:30 着 


[お 食事 ] 【 夕 】 和 食 会 席 


新宿 駅 (18:15~19:15 着 ) 新 大 阪 駅 (18:45- て 19:45 着 ) 【 朝 】 バ イキ ング 


合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 新宿 駅 か ら 最終 日 新宿 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バ 
交通 又は 関電 アメ ニッ クス 北ア ルプ ス 交 通 ※3 日 目 の 長峰 山 へ の 移動 は 専用 送迎 バス の 利用 と な 
ツア ー 以 外 の お 客 様 と 混 乗 に な る 場合 が あり ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


て 船 ++ その 他 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集 


ス 会 社 : アル ビ コ 
り ま す 。 ま た 、 当 


ラバス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 


テ 
= ke ー 


区 の 者 を 引き きせ た 生 E 人 6 の 礎 明る 信仰 が 形 つ くっ た 景観 を 知る os、 回 Po 属 


詳 有 | ( 兄 地 オプ シュ ン ) 


計 正 栖 座 130 年 * 90 開 | 熊野 本 宮 大 社 御 二 内 IE ーー 
外人 者 者 に 直 い を 凶 せ 熊野 参 語 道 を よく 日 問 議 還 二 病 | 


面 か ら 予 約 く だ さい 。 
宿泊 日 の 宿泊 素材 、 四 
出先 まみ ヨー ト 国 

和歌 山県 

熊野 参議 の 

Te ンジ 5 | 


那 拓 の 大 滝 wl 野 束 大社 


* 岸波 寺 議 
博 計 天天 逢 ア 上 青 洒 友 寺 で 


e 9 白浜 駅 


紀伊 山地 は 神話 の 時 代 か ら 神々 が 鎮 まる 特別 な 地域 と 考え られ て お り 、 

紀伊 山地 の 霊場 で も る ' 熊 野 三 山 」 で は 、 神道 ・ 仏教 ・ 修験 道 な ど 、 多 様 
な 信仰 の 形態 を 生み 出し まし た 。 「 態 野 参議 引 共 絵 解き 」 を 事前 に 隊 
講 し 、 "熊野 参 語 道 」 を 歩く こと で 、 日 本 の 宗教 ・ 文 化 の 発展 に 影響 を 与 
えた 背景 を 学び ます 。 2 は 全 行 程 ガ イド 又は 案 IO しま 記 。 


限ら 山 2 


西浦 康 代 g 間 還 体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 現地 交流 ・ 文 化 体験 
熊野 本 宮 語 り 部 の 会 ・ 熊 野川 川 舟 下り 語り 部 の 会 ・ 新 宮 市 観光 協会 所 属 (《= は :3) (1 日 目 : 午 後 ) 
【 同 行 区 間 】 、 = 本 5 
ガ 2 日 目 : 発 心 門 王子 こ 3 日 目 : 浜 の 宮 王 子 ・ 補 馬山 きま で  % 川 の 参 語 道 を 体験 「 熊 野川 乳 下 り 」 。 熊 野 参 語 昌 茶 羅 絵 解き 
生ま れ 育 っ た 崩 年 。 熊野 か ら 新 宮 市 まで ガイ ド の スペ シャ リ 主 リ 。 全 時 全長 約 16km の 熊 
間 生ま れ 育っ た 熊野 を 案内 し て 18 年 。 熊野 か ら 新 宮 市 まで ガイ ド の スペ シャ リ 人 に 
g 脱 ト と し て 租 広 活躍 し 現在 に 至る 。 HG eSHE 野川 を 下る " 川 の 人 0 
当 還 生 名 立 恵美 代 g 二 あり 、「 能 野本 宮 参 語 昌 
例 熊野 本 宮 語 り 部 の 会 副 会 長 二 還 0 遇 維 図 , を は じ め と し た 4 種 
【 同 行 区 間 】 り 部 と 船頭 が 各 1 論 
1 日 目 : 熊野 参 主 扶 絵解き 名 乗船 人 し ま す の 曖 茶 守 図 を 解説 し ます 。 
0 和 * = 所 要 時 間 : 約 120 分 
地元 出身 で 熊野 本 宮 語 り 部 の 会 発足 当初 か ら 活躍 。 副 会 長 と し て 後 唱 の 育成 見 所 要 時 間 : 約 90 分 (世界 遺産 熊野 本 宮 館 
に も 力 を 注ぎ 、 会 の 発展 に 尽力 し て いる 。 m 注意 事項 : 雨具 を ご 持参 くだ さい 。 湯 水 ・ 増 2 に 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 水 に より 運航 が で き な い 場合 が ご ざい ます 。 展示 説明 含む ) 
攻 軒 和 熊野 比丘 尼 の 布教 活動 を 体感 する 正 遷 座 130 年 特別 公開 「 熊 野本 宮 大 社 御 垣内 」 を 参拝 


RS ー2 日 目 の 「 熊 野 参 語 道 中 辺 路 ト レッ キン グ 」 に て 訪問 

| て 、 熊 野 三山 の 修復 資金 の 寄進 集め や 、 熊野 へ SDM 

2 寺 由 が 致 を 目 的 に 、 全 国 を 渡り 歩き 絵解き 馬 社 段 の 一 部 が 流失 し 、 明 治 24 年 に 現在 の 

を し た 尼僧 「 比 丘 尼 」 で す 。 熊野 比丘 尼 が 行っ て Ra 

NE ET こ 体験 し 翌日 の 熊野 参 語 年 を 記念 し て 、 普 段 い 入る こと が で き な 
・ 委 辺 路 トレ ッ キ ング へ の 理解 を 深め ます 。 い 御 垣内 で 、 熊 野 の 大 神様 を 間近 に 感じ 


人 語 者 と 同様 ルー ト で 語る 熊野 上 を 体験 計 本 証 四 
平安 時 代 に は 多く の 貴族 が 参 語 道 を 通っ て 熊野 5 
本 宮 大 社 を 参 語 し た 後 、「 川 の 参 語 道 」 と 呼ば れる 攻 妖 柱 自 の 較 の 大 池 」 で 
熊野 川 を 舟 で 下り 、 新宮 に ある 熊野 速 玉 大 社 へ 向 の 息吹 を 感じ る 

か いま し た 。 今回 は 当時 と 同じ コー ス で 歩み を 進 
め ま す 。 ' 発 心 門 王子 て 熊野 本 宮 大 社 」 は 熊野 参 語 
道 で 代表 的 な トレッキング コー ス で す 。 か つて の 


熊野 本 宮 大 社 証 誠 殿 (神門 より ) (画像 提供 : 熊野 本 宮 大 社 ) 


最終 日 は 熊野 速 玉 大 社 」 「 熊 野 那智 大 社 ・ 那 智 山 

3 こ 青 岸 渡 寺 」 を 訪れ 、 熊 野 三山 全て を 参拝 し ます 。 
iz を 色濃く Ne り 、 道 中 語り 部 が 歴史 や 名 所 ・ 上 旧跡 を ご 案内 し ます 。 538 段 の 石段 を 登り 切っ た 先 に ある 巨石 ゴト ビ キ 
【 服 装 ・ 装 備 に つい て 】 動 きやすい 服装 、 ウ ォ ー キ ング シュ ー ズ 、 ザ ッ ク 、 飲 料 、 雨 具 ( カ ッ 馬 野 速 大 社 計 岩 を 御 神体 と する 「 神 倉 神社 」 や 、 信 仰 の 対象 と し 
パ が お すす め )、 常 備 薬 ( 必 要 な 方 )※ 不 要 な 荷物 類 は バス 車内 に 置い おく こ と が で きま す 。 | 4 新 吊 観光 協会 ) 語 て あがめ られ た 「 那 智 の 大 滝 」 な ど を めぐ り ま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 地 2 人 1 室 1 人 1 室 


25 日 計 JSMEIEUSBJUBIUO) sa 142.000 円 | 149.000 円 | 
羽田 空港 (11 :00 て 12:00 発 ) ラ 犬 阪 駅 0:30 て 11 :30 発 ) = 白浜 駅 (13:00 て 13:30 発 ) 
南紀 白浜 空港 天王 寺 駅 = 白浜 駅 8 
つ 世 界 遺 産 熊野 本 宮 館 (熊野 参 語 牙 共 紀 絵 解き ・ 熊 野 参 語 の 変遷 な ど 展 示 物 を 用 いて 解説 ) っ タ 117,000 円 125,000 円 
刻 : あ づま や 泊 ( 温 泉 を 使用 し た 料理 が 自慢 の 宿 ) あづま や 
朝 : 宿 つ 発 心 壮 子 (熊野 参 語 道 中 辺 路 ト レッ キン グ )… 水 若 王子 … 三 軒 茶屋 跡 (展望 経由 ) … 設 [部 屋 ] 和室 (風呂 無 ・ ト イン レ 付 ) 

[お 食事 ]【 夕 】 和 食 会 席 【 朝 】 和 定食 
| | 


殿 王子 … 熊 野本 宮 大 社 ( 正 遷 座 130 年 特別 公開 御 垣内 参拝 ) 大 斎 原 一 道 の 駅 「 滞 峡 和 道 熊野川. 四 
て ーー 熊野 川 舟 下 リン" 熊野 速 玉 大 社 」 近 く の 権 現 河原 ( 約 90 分 間 の 川下 り を 体験 ) っ タ 刻 : ホ | タ 
テル な ぎ さ や 泊 ( 勝 浦 湾 の 入江 に 面 し た 閑静 な ホテ ル ) ※ 発 心 門 王子 て 大 斎 原 ( 約 6.9km・ 約 270 分 ) 


朝 : 宿 つ 熊野 束 玉 大 社 つ 神 倉 神社 (538 段 の 石段 を 上 る ) つ 大 門 坂 (大 門 坂 ・ 那智 の 滝 ハイ キン グ ノ _ 
約 1.5Km・ 約 60 分 ) … 熊 野 那智 大 社 ・ 那智 山 青 岸 渡 寺 ・ 那 智 の 大 滝 (落差 日 本 一 の 名 涯 ) 一 浜 の 宮 ホテ ル な ぎ さ や 

王子 ・ 補 陀 洛 山寺 つ [部 屋 ] 和室 (風呂 無 ・ ト イレ 付 ) 

南紀 白浜 空港 ラ 白浜 駅 = 天王 寺 駅 = 白浜 駅 (17:00 て 17:30 着 ) [お 食事 ]【 夕 】 和 食 会 人 
羽田 空港 (19:00 て 20:00 着 ) 大 阪 駅 (19:00 て 20:00 着 ) 

※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 羽田 空港 か ら 最 終日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 中 紀 バ ス ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


8 つ バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 列車 … 船 ++ その 他 


革 : 


出雲 に 伝承 され る 伝統 文化 と 歴史 に 触れ る 
出雲 神話 ゆか り の 地 と 
世界 遺産 石見 銀山 を 


る と 言い 伝え られ る 旧暦 10 月 を 神 在 月 と 呼ん で いま す 。 
この 旅 で は 、 神 在 月 に 執り 行わ れる 神事 や 出雲 神話 、 出 
雲 国 風土 記 に まつ わる スポ ッ ト を 訪れ 、 神 々 の 足跡 を 角 
りな が ら 伝 統 文化 や 歴史 に つい て 深く 解説 し ます 。 


平野 芳 英 氏 荒神 谷 博 物 館 元 副 館長 
【 同 行 区 間 】2 日 目 : 佐 太 神 社 一 万 九 千 神社 


10 一 11 月 に な る と 、 全 囲 気 が 漂い ます 。 出 
雲 は "神様 "が お 集まり に な る と いう こと で 、 盛 り 上 が り も ひと し お 。 神 々 を お 迎 
| えす る 出雲 の お 社 を ご 案内 し ます 。 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


犬山 障 岐 国立 公園 の 景観 か ら 神話 を 学ぶ 
5 初日 は 大 山 陣 岐 国立 公園 に 指定 され る 2 
つの 景勝 を 訪ね ます 。 日 御大 で は 海抜 日 
本 一 を 誇る 灯台 や 出 寺 国 風土 記 に 美佐 伝 
社 と 記さ れる 歴史 ある 日 御大 神 社 を 歩 
き 、 日 御大 の 歴史 や 神話 を 学び ます 。 加 
賀 の 神埼 に は 、 神 話 と も 関係 の 深い ダイ 
ナミ ッ ク な 2 つの 海 食 洞窟 が あり ます 。 遊 
覧 船 で 洞窟 内 を 通り 抜け な が ら 巡 り ま す 。 


伝統 文化 や 歴史 に 触れ る 


神々 の 国 出雲 、 そ の 中 心 が 大 国 様 と 
し て 馴染 み の 深 い 大 国 主 大 神 を お 祀 
りす る 出雲 大 社 で す 。 八 百 万 の 神々 
が 出雲 大 社 の 大 国 主 大 神 の も と に 集 
まる と され て いる 旧暦 10 月 、 出 雲 の 
各 神 社 で は 「 神 迎 祭 」 に 始ま り 、「 神 在 
祭 」' 神 等 去 出 祭 」 と いっ た 様々 な 神 
事 が 執り 行わ れ ま す 。 佐 太 神 社 や 万 
九 千 神社 で は 出雲 大 社 と の 神事 の 比較 を 、 出雲 大 社 周辺 で は 神 在 月 の 神 
事 や 神話 に まつ わる 地 を ガイ ド と と も に 歩き な が ら 神 々 の 足跡 を 辿り 
まし ょ う 。 稲佐 の 浜 の 砂 は 、 出雲 大 社 の 素 荻 社 ( そ が の や し ろ ) で お 清め 
の 砂 と 交換 し 、 お 守り と し て お 持ち 帰り いた だ く こ と が で きま す 。 


国 


各地 贈 旗 が 立つ な ど し て お 祭り の 雰 


本 
イ 
紹 
介 
例 


ン ン 和伸 
出雲 に 伝承 され る 


佐 太 神 社 


訪ね る 3 日 間 


体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 
(1 日 目 : 午 後 ) 


東京 発 画 740874MAUI 


の DUEVJ200 
ik 当 DAEVJ2A0 


最少 催行 人 具 : 10 名 


加賀 の 潜 戸 
日 御 秦 = 松江 
出雲 大 社 一 る ) 
\ NN 


出雲 空 


稲佐 の 浜 


現地 交流 ・ 文 化 体験 


(3 日 目 : 午 前 ) 


7H 


* 加 貨 の 潜 戸 遊覧 


NVY 
\ 


こ た 
み 回 細 @ 満 巨 


国 指 

戸 ( か か の くけ ど )」、 遊覧 船 で 海 食 に よ 

っ て で きた 2 つの 海 の 洞 窟 「 潜 戸 」 を め 

ぐり ます 。 

m 所 要 時 間 : 約 50 分 

m 注意 事項 : 気象 条件 に より 、 運 航 が 
で き な い 場合 が ご ざい ます 。 


攻 理 動 石見 銀山 の 


- マ テー ー コ se t 


出発 地 


定 名 称 及 び 天 然 記念 物 ' 加 賀 の 潜 


* 石見 銀山 ・ 摘 道 跡 ウ ツウ ォ ー ク 
鉱山 遺跡 と し て 
は アジ ア 初 の 世 
界 遺 産 ・ 石 見 銀 
山 。。 ガ イド ぁ と 
も に 大 久保 間 歩 
を 目指 し て 歩 
き 、 高 さ 最大 20m 
の 福 石 場 を 見 学 
突 色 句 周 呈 し ます 。 


m 所 要 時 間 : 約 125 分 

m 歩行 距離 : 約 1.5km 

m 注意 事項 : 間 歩 入口 まで 山道 を 登り 
ます 。 荒 天 時 は 中 止 と な る 場合 が ご 
ざい ます 。 


文化 的 景観 に 触れ る 


か つて 石見 銀山 で 生み 出さ れ た 良質 で 
大 量 の 銀 は 世界 経済 を 動か し 、 欧 州 で 
は 「 銀 鉱山 の 王国 」 と 地図 に 記さ れ た そ 
う で す 。 石見 銀山 で は 坊 道 跡 な ど 銀 生 
産 に 関わ る 遺跡 が 豊富 で 状態 良く 残さ 
れ て いま す 。 そ の 中 で も ガイ ド と し か 
入る こと が で き な い 、 最 奥 部 で 最大 級 
の 坊 道 跡 ・ 大 久保 間 歩 に 入り 、 高 さ 最 
大 約 20m の 巨大 空間 「 福 石 場 」 を 見 学 し 
歴史 の 痕跡 を 感じ ます 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1・2 人 1 室 


羽田 空港 (9:30 て 10:30 発 ) 


出雲 空 


伊丹 空港 (10:15 て 11:15 発 ) ラ 


出 村 空 


づ 日 御 寄 (ガイ ドウ ォ ー ク 60 分 : 日 御 寄 ビ ジ タ ー セ ンタ ー… 日 御大 灯 台 … 遊歩 道 ・ 


皿 加 一 


出雲 空港 (11:30 て 12:00 発 ) 


柏 陵 園 … 経 島 


に ニョ 


(眺望 ) … 日 御大 神 社 ) つ 加賀 の 浴 戸 遊覧 船 (神話 が 伝わる 洞窟 ' 新 潜 戸 」' 旧 潜 戸 」 を 巡り ます ) 


夕刻 : ホ テル ーー 畑 泊 (最上 階 の 展望 大 浴場 は 実 道 消 
午前 : 宿 つ 佐 太 神 社 (出雲 国 


を 一 望 す る レイ クビ ュー で す ) 


三 大 社 の ひと つ ) 出雲 大 社 周辺 ( 神 在 月 の 神事 や 神話 ゆか り の 地 を ガ 


イド と 巡る 、 上 宮 … 下 宮 … 稲 佐 の 浜 く 国 譲 り ・ 医 


引き 神話 の 舞台 、 上 旧暦 10 月 10 日 に 全 


国 の 八 百 万 


の 神々 を お 迎え する 浜 > … 神 迎 の 道 く 神々 が 通る 由緒 ある 道 >) … 出 雲 大 社 ・ 参 提 


皿 田 い 


た 


し 出雲 泊 ( ホ テル 到着 後 、 往 
前 : 宿 一 石 
す ( 金 生 塊 … 大 久保 間 歩 ・ 巨 大 空間 「 福 石 場 」 見 学 ) 一 (専用 送迎 車 ) 一 石 
出雲 空港 ラ 出雲 空港 ラ 

羽田 空港 (17:00 て 18:00 着 ) 伊丹 空港 (17:00 て 18:00 着 ) 


E 歩 で 夕食 へ ) 


見 銀山 世界 遺 


皿 男 の 


見 銀山 世界 遺産 セン ター (専用 送迎 車 ) 一 石見 銀山 最大 級 の 道 跡 を ガイ ド と 歩き ま 


E( 約 80 分 ) … 古 


代 出雲 歴史 博物 館 一 万 九 千 神社 (神々 が 最後 に 立ち 寄る と 言わ れる ) ~ 夕 刻 : ツ イン リー ブス ホテ 


産 セ ンタ ー- 


出雲 空港 (15:00 て 15:30 着 ) 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集 合 の 共 


ー ス で す 。 添乗 は 初日 た 空港 か ら 最 終日 
ュ 銀 山 で の 移動 は 専用 送迎 バス の 利 ) 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


伊 た 


用 バス 会 社 : 一 畑 バ ス ※3 日 
混 乗 に な る 場合 が あり ます 。 


つ バ パス 航空 機 … 徒 歩 


列車 一 船 + その 他 


空港 まで 同行 し ます 。 
月 と な り ま す 。 ま た 当 ツ アー 以外 の お 客 様 と 


X 


※ 利 


158,000 円 
132.000 円 
115,000 円 


東京 発 の み 上 記 代金 に 12,000 円 追加 


[部 屋 ] 洋室 
[お 食事 ] 【 タ 】 バ イキ ング 
【 朝 】 バ イキ ング 


中 大 、 


[部 屋 ] 洋室 
[お 食事 ]【 タ 】 ホ テル 外 
(和食) 
【 朝 】 バ イキ ング 


ャ ーーーーーー 
ュー 


自然 と 共生 ( 開 芸 予 諸島 の 全域 を 学 握 じ た 』 村 上 水軍 の 歴史 と 巡礼 文化 。 四 国 遍路 j に 触れ る 


フロ ・ ナ チュ ラリ スト 佐々木 洋 氏 と 行 ぐ ! 


じ ま な み 海 道 目 然 ・ 歴 史 探 訪 と お 遍路 体験 3 日 間 


文化 の 大 動脈 で ある 瀬戸 内 に は 特色 ある 文化 と 自然 が 形成 され て いま す 。 今 回 上 陸 す る 小島 
は 、 人 迫力 ある 潮流 観察 や 自然 海岸 に は 潮 だ まり (タイ ド プ ブール) が 形成 され 、 多く の 水生 生物 が 
生息 し ます 。 村上 水軍 の 歴史 ロマ ン や 日 本 の 巡礼 文化 と 豊か な 瀬戸 内 の 自然 に も 触れ る 旅 で す 。 


プロ ・ ナ チュ ラリ スト (プロ の 自然 解説 者 ) ( 財 ) 日 本 自然 保護 協会 
自然 観察 指導 員 、 東 京都 鳥獣 保護 員 な ど 、 様 々 な 立場 で 自然 解説 活 
動 を 展開 し た 後 、「 プ ロ ・ ナ チュ ラリ スト 佐々 木 洋 事務 所 」 を 設立 。 
し 【 同 行 区 間 】1 日 目 : 福山 駅 3 日 目 : 松山 空港 


プロ の 自然 案内 人 と し て 、 自然 の お も し ろ さ や 大 切 さ を 伝え る 活動 を 
30 年 以上 に わた り 展 開 。 主 な 出演 番組 NHK「 ダ ー ウ ィ ン が 来 た ! 」、 
テレ ビ 朝 日 「 ス ー パ ーJ チ ャ ン ネ ル 」 ほ か 。NHK 地 域 放送 文化 賞 受 賞 。 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


し まな み 海 道 の 自然 と 歴史 に 触れ る 

「 し まな み 海 道 」 が 走る 6 つの 島 の うち 、 最 も 四国 
寄り に 位置 する 大 島 へ 向かい ます 。 大 島 は か つて 
能 島 村上 家 の 本 拠 地 が あっ た 海賊 ゆか り の 島 。 村 
上 海賊 ミュ ー ジ アム で は 、 戦 国 時 代 に 海 の 大 名 と 
呼ば れ 、 こ の 一 帯 を 掌握 し て いた 「' 村 上 水軍 」 に 関 
』。 わる 貴重 な 展示 で その 歴史 に 触れ ます 。 (5/22 出 
発 は 因島 水軍 城 の 見 学 と な り ま す ) 『 亀 老 山 展望 
公園 」 で は 、 さ さき 隊長 の 自然 解説 と 、 世 界 初 三 
連 吊橋 "来島 海峡 大 橋 」、 日 本 三 大 急 清 の ひと つ 
「 来 島 海峡 』 の 潮流 の 絶景 が 望め ます 。 


交 剛 


画展 望 交 園 流 ⑳ 
察 島 海峡 大 編 移 衣 の 


急流 観 潮 船 に 乗り 込み 、 日 本 三 大 急 潮 「 来 島 海 
峡 」 を 体験 。 当時 の 村上 海賊 に 思い を 馳せ 、 そ 
の まま 船 は 「 小 島 」 に 向かい ます 。 小 島 は 明治 
時 代 の 海岸 要塞 が ほぼ 完全 な 形 で 残っ て いる 
珍し い 島 。 瀬 戸 内 の 雄大 な 自然 に も 触れ ま 
す 。 午後 は 「 来 島 」 へ 。 来島 は 「 来 島村 上 海賊 の 
本 拠 地 」 と な っ た 島 。 周囲 が 約 850m と 小さ いな が ら 、 急 潮流 に 守ら れ た 
難攻不落 の 天然 の 要塞 で し た 。 全島 が 城跡 で 重要 な 史跡 と な り 、 檜 跡 の 
石垣 、 矢 竹 、 古 井戸 な ど が 残り ます 。 


東京 駅 (8:30 て 9:30 発 ) = 
新 大 阪 駅 福山 駅 


新 大 阪 駅 (11:10 こ 12:10 発 ) = 
福山 駅 


福山 駅 (12:30 て 13:00 発 ) 
※1 昼食 は 付き ませ ん 
(村上 海賊 ミュ ー ジ アム (村上 海賊 に 関す る 歴史 や 文化 の 貴重 な 資料 を 展示 ) つ 亀 考 山 展望 公園 (し まな み 海 | 


体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 
(2 日 目 : 午 前 ) 
s 急流 観 潮 船 


- ーー 
ーー 

ー し ラー ラ 
本 ーー 


米島 海峡 の 潮流 


日 本 三 大 急 湖 の ひと つ 「 来 島 海峡 」 の 
急流 を 間近 に 体験 し て いた だ ける 観 
潮 船 で す 。 瀬戸 内 の 多 島 美 の 絶景 を 
堪能 し な が ら 、 来 島 海峡 大 橋 を 真下 
か ら 見 る 橋 く ぐり を お 楽し みい た だ 
き 、 芸 予 要塞 の 砲台 跡 な ど が 残る 
「 小 島 」 に 上 陸 い た し ます 。 

m 所 要 時 間 : 約 150 分 

m 注意 事項 : 気象 条件 に より 、 運 航 
が で き な い 場合 や 潮位 に より 急流 が 
弱い 場合 が ご ざい ます 。 


日 本 独自 の 巡礼 文化 「 


ー: 。 癌 思 


上 最後 ② 完 : 生 な 
9 が 学 寺 築城 


出発 地 


塵 軸 診 選 議 宏 BY 界 ! 
『 マ シド 油層 』 


現地 発着 較 74 川 0 リ 0 


『 最少 催行 人 上 員 : 10 名 


し まな み 海 道 計 福 由 駅 


因島 水軍 城 @ 
(村上 海賊 
来島 ・ 小 島 が ミュ ー ジ アム 
NASUNBS 
の 来島 海峡 ・ 
松 此 来島 海峡 大 橋 


上 道後 温泉 ・ 石 手 寺 


晶 宅 i 則 展望 鈴 園 が 必 宇 3 島 海 ! 呈 橋 


現地 交流 ・ 文 化 体験 
(3 日 目 : 午 前 ) 
e 地元 ガイ ド さ ん と 歩く 
お 遍路 体験 


1200 年 以上 も の 歴史 を 有する 四国 遍 
路 を 地元 ガイ ド さ ん と 交流 を 交え て 
体験 し ます 。 遍路 装束 を 身 に 着け 、 

五 十 一 番 札所 ' 石 手 寺 」 ま で 歩き ま 
す 。 納め 札 付 で 、 ガ イド さん か ら 参 
拝 作法 の 解 記 も あり 安心 し て お 参り 
が で きま す 。 八 十 八 札所 の 功徳 を 積 
む 「' お 砂 踏 み 」 も 体験 し ます 。 

m 所 要 時 間 : 約 90 分 

m 注意 事項 : 台風 や 大 雨 な どの 場合 
は 中 止 す る 場合 が あり ます 。 


四国 遍路 」 に 触れ る 
| 世界 的 に も 珍し い 「 回 遊 型 の 参 


拝 ル ー ト が 特徴 の "四国 遍路 」 を 
体験 し ます 。 今回 は 五 十 一 番 札所 
の 「 石 手 寺 」 の み の 遍 路 体 験 で す 
が 、 菅 笠 ・ 白 装束 ・ 金 剛 杖 ・ 輪 病 
装 を 身 に 着け 、 仁 王 門 か ら 三 重 
塔 、 マ ント ラ 洞 窟 を 巡る 本 格 的 な 
体験 で す 。 午後 は 、 現存 12 天 守 の 
ひと つ "' 松 山城 」 に 向かい ます 。 


旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 


2 人 1 室 1 人 1 室 


道 随 一 の ビュ ー ポ イン ト は 、 貴重 な 生き 物 も 数 多く 生息 し ます ) 夕刻: 今治 国 


際 ホ テル 泊 ( 大 浴場 パス ポー 


ト 付 ) 


そう めん と 鯛めし の 昼食 ) … 山 六 駅 山頂 駅 … 松 山城 (歴史 と 
目 | 松山 空港 っ 松山 空港 ラ 
羽田 空港 (19:00 て 19:30 着 ) 伊丹 空港 (19:30 て 20:00 着 ) 


朝 : 宿 下田 水 港 ( 日 本 三 大 急 潮来 島 海峡 」 の 潮流 を 急流 観 潮 船 体験) 一 小島 ( 芸 予 要塞 の 島 に は 、 足 重 


2 
上 な 歴史 と 生き 物 が 生息 し て いま す ) で 下田 水 港 つ 道 の 駅 よし うみ いき いき 会 館 ( 瀬 戸 内 の 新鮮 な 海 の 幸 を 使 


っ た 海鮮 丼 の 昼食 ) 一 波 止 浜 港 一 来島 (村上 水軍 の 本 拠 地 を 冒険 )ー 波 止 浜 港 つ 夕刻 : 松 山東 急 REI ホ テル 泊 
朝 : 宿 一 道後 温泉 ( 菅 笠 ・ 白 装束 ・ 金 剛 杖 ・ 
策 ) … 石手 寺 ( 仁 王 門 一 三重 塔 て マン トラ 洞窟 な ど 見 どこ ろ を 歩き ます ) … 道後 温 泉 つ 松山 市 内 (松山 名 物 鯛 


裂 装 を 身 に 着け 、 地 元 ガ イド と お 遍路 体験 / 約 2.5km・90 分 散 


然 を 分 か りや すく 解放 し ます )++ 山 柱 駅 - つ 
松山 空港 (16:30 て 17:00 着 ) 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 東京 駅 か ら 最 終 
アサ ヒ タ ク シー ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は お 問い 合わ せく だ さい 。 


10 バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 て 船 ++ その 他 


松山 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


※ 利 用 バス 会 社 : 


146,000 円 | 149,000 円 
大 阪 発 | 138,000 円 | 141.000 円 


120,000 円 | 123.000 円 


今治 国際 ホテ ル 


耳 


松山 東急 REI ホ テル 


[部 屋 ] 洋室 
[お 食事 ]【 夕 】 和 食 会 席 
【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 
dl 


[部 屋 ] 洋室 
[お 食事 ]【 夕 】 洋 食 セ モット 料理 
【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 


東京 発 国人 [UI0 
大 阪 発 園 9 族 00 


本 
土佐 の 歴史 文化 * 食 自然 を まる ご て 体験 
最後 の 清流 四 万 寺川 くだ り と 土佐 ぐろ じ お 鉄道 1 両 貸切 ! 


佐 の 歴史 ど 四 玉 記 の 央 自然 を 訪ね る 3 日 問 講 還 


最少 催 行人 上 員 :10 名 


東京 発 国有 以 0 


龍馬 誕生 の 地 - テ * 
高知 空港 


成 は 近代 国家 創成 に 大 き な 足 跡 を 残し た 坂本 能 馬 の 歴史 か ら 始 まり 、 最 後 の 清 流 目 2K9 
「 四 万 十川 や 黒潮 本 流 が 陸 に ぶつ か る 唯一 の 場所 足摺 」、 豊 か な 海 に 育て られ た 和 
「 意 串 シ ュ ロ サン ゴ 」 な ど 土 佐 の 雄大 な 自然 と 歴史 文化 を 余す こと な く 体験 し ます 。 四 WWamm 


回 久川 椅 栄 ( の に の = に (た その) お 次: 


中 土佐 観光 ガイ ドド ボラ ンティア 協会 土佐 清水 市 観光 ボラ ンティア 体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 現地 交流 ・ 文 化 体験 
【 同 行 区 間 】 【 同 行 区 間 】2 日 目 : 足摺 岬 (3 日 目 : 午 前 ) (1 日 目 : 午 後 ) 
1 日 目 : 高知 市 内 (坂本 龍馬 の 歴史 を 歩く ) 【 同 行 区 間 】3 日 目 : 見 残し 海岸 


* 土佐 くろ し お 鉄道 1 両 貸切 * 職 人 さん と か つ お 慕 焼き 体験 


龍馬 の 歴史 と 食 文 化 を 知る 


土地 の 文化 を 知る に は まず は 食 か 
ら 。 諸説 あ る 「 か つ お の 菓 焼き 」。 食 
中 毒 を 防ぐ た め に 生食 が 禁止 され 
た か つ お を "一応" 焼き 魚 と し て 、 食 
べ 始 め た こと が 始ま り と 言わ れ 400 
年 余 の 歴史 を 持ち ます 。 食事 の あと 
は 、 幕 末 に 活躍 し た 志士 「 坂 本 龍馬 」 = 灰 約 人 人 な 諾 多き 


の 歴史 を た どり ます 。 郷里 土佐 の 中 0 NN 


人 交流 を 交え な が ら 学 び 
ころ に 遊ん だ 秋葉 神社 、 亀 山 社 中 の 昌和 の - に 0 二 80 
ろ !【 0 っ 還 m 注意 事項 : 当 ツ アー の た め の 専 用 了 臨 0 の 
メン バー だ っ た 近藤 長 次 郎 邸 跡 な 隔 合 切 多 車 で す 。 = 所要 時 間 : 約 30 分 
ど を 巡り ます 。 
自然 と の 共生 を 知る 臣 天 柏 邊 を の む 自 然 美 竜串 グラ ス ボ ー ト 


最後 の 清流 「 四 万 十川 」 へ 。 本 流 に ダム が な く 、 
コン クリ ー ト 護岸 も 少な い 圧 倒 的 な 自然 を 感 
じ な が ら 舟 下り を 楽し み ま す 。「 最 後 の 清流 」 と 
0 また 、 多 く 見 られ る 沈下 橋 
佐田 沈 昌 橋 過 屋 形 肖 ょ 、 洪 水 で 橋 が 水中 に 沈む こと で 、 水 の 抵抗 を 
半 《 し で い 語 。 還 多 民 う ⑩ で ( 
く 、 あ り の まま を 受け 入れ 、 共 生 し て いく 四 万 
十川 流域 の 人 々 の 歴史 その も の で す 。 午後 は 黒 
潮 本 流 が 直接 ぶつ か る 場所 、 足 摺 江 へ 。 弘 法 大 
師 空海 に まつ わる 奇妙 な 来歴 を 持つ 自然 物 で 
構成 され る 、 足 摺 七 不思議 を ガイ ド と 巡り ます 。 


日 本 最大 級 の シコ ロサ ン ゴ 群集 を 
グラ スポ ボー ト か ら 見 学 。 そ の ま 
ま 、 徒 歩 で の 上 陸 が 難し い 難 所 、 
か の 弘法 大 師 空海 も 見 残し た と い 
則 う 「 見 残し 海岸 . へ 上 陸 。 素 晴らし 
い 自 然 美 を 堪能 し ます 。 旅 の し め 
誠 < くくり は 、 当 ツア ー の た め の 専 用 
| 臨時 貸切 列車 、 土 佐 く ろ し お 鉄道 
「 四 万 十川 橋梁 絶 景 列車 」 に 乗車 。 
名 物 車掌 の 案内 を 聞き 、 お 弁当 を 
食べ な が ら 3 日 間 を 振り 返り ます 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 日 出発 地 2 人 1 室 PSE3 


有 5 の ICP et 158,000 円 | 163.000 円 
高知 空港 (10:30 て 11:30 

上 > 98.000 円 | 103.000 円 
つっ かつ お 船 火 蔵 (か つ お 菓 焼き 体験 。 職 人 の レク チャ ー を 受け な が ら 分 で 焼く か つ お の た た き 

TIDYE 番 愛 し た と 言 言わ れる 場所 ) 坂本 龍馬 の 歴史 を 歩く (龍馬 の | 量 5 128, 000 円 133, 000 円 


誕生 地 や 幼い ころ に 遊ん だ 秋葉 神社 、 亀山 社 中 の メン バー だ っ た 近藤 長 次 郎 邸 貴 を ガイ ド と 歩き ま | 夕 98, 000 円 103., 000 円 


す / ノ 約 1km・602 の 2 | : 新 ロイ ヤル ホテ ル 四 万 十 泊 
新 ロ イヤ ル ホ テル 四万十 


羽田 空港 (9.00 て 10:00 発 ) 高知 空港 


皿 加 一 


午前 : 宿 佐田 沈下 橋 (自然 と 共生 する 知恵 の 沈下 橋 。 四 万 十 / UM 朝 
万 十川 (最後 の 清流 を ゆっ た り 舟 下り 。 美しい 四 万 十 ブ ルー を 間近 に 感じ ます ) つ 宿 ( 昼 食 ) 一 足摺 岬 
(弘法 大 師 に まつ わる 足摺 七 不思議 を ガイ ド と 巡り ます / 約 1km・60 分 ) … 金剛 福 寺 (自由 参拝 ) つ タ 党 
刻 : 同 宿泊 ( 連 泊 ) タ 
朝 
昼 
3 


皿 加 い 


朝 : 宿 竜串 海岸 (グラ ス ボ ー ト か ら 日 本 最大 級 の シコ ロサ ン ゴ 群集 見 学 と 見 残し 海岸 に 上 陸 。 独 
自 の 自然 美 と その 景観 を 学び ます ) つ 宿 毛 駅 (土佐 くろ し お 鉄道 ) 名 物 車掌 の 案内 で 四万十 川橋 
染 絶 景 列車 を 1 両 貸切 ( 車 中 弁当 ) = 中村 駅 つ 


高知 空港 錠 羽 田 空港 (17:30 て 18:30 着 ) 


皿 加 の 


高知 補 港 (15:00 て 16:00 着 ) 
※ 東 京 ・ 現 地 発 着 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 全 行程 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : と さ で ん 交通 また は 、 高 [部 屋 ] 洋室 」 芳和 
知 西南 交通 ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 [お 食事 ] 【 夕 】 和 食 会 席 【 朝 】 和 洋 パ イキ ング 回 還 


つ バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列車 船 ++ そ の 他 1 1 


|: 外 交易 の 窓口 で あつ た 長崎 と 中 継 点 で ある 五島 を 訪ね て 長崎 の 歴史 ・ 文 化 に 触れ る 東京 人 
軍艦 島 上 陸 ク ルー ズ と 西 九 州 新幹線 「 か も め 」 に 乗る ! 


長崎 の 和 華 蘭 放 化 と 


まま が AEYJ300 
9719 計 計 寺 計 (現地 オプ ショ ン ) 


術 り の 島 五 鳥 列島 を 訪ね る 4 日 間 最少 催行 人 員 : 10 名 


12 月 以降 の 出発 分 は 、「 現 地 オ プ 
ショ ン 」 画 面 か ら 予 約 く だ さい 。 
宿泊 日 の 宿泊 素材 、 出発 地 、 エ ス 


コー ト 素 材 の 積み 上 げ 必 須 


負 島 洲 の 藩 穴 が 置か れ 江戸 時 代 の 面影 を 残す 秘 穴 「 大 川 。 南 時 2 . 重 2 

窒 文 化 が 花 開 き 、 和 華 蘭 文 化 と 呼ば れる 独特 の 食 や 文化 、 建物 が 発 中 ミ る さと 重 資料 上 

達し た 長崎 。 海 上 交通 の 要衝 で 交易 拠点 と し て 栄え た 五島 や 日 本 軸 海 浴場 』 福江 ノーー 信 江 き 同 還 人 

の 近代 化 を 支え た 軍 有 艦 島 へ の 上 陸 。 戦国 時 代 か ら 近代 を じっくり に 人 2 
振り 返り な が ら 巡 る 旅 で す 。 カト リッ ク 井 持 浦 協会 | 語 委 ( 二 能 島 ) と” モン トレ 長崎 


明治 洗 楽 員 (の) 仙人 縛 完 産 志度 屋 草 NaIA 


伊万里 市 観光 ボラ ンティア 同 長 崎 さ る く ガ イド 
』 ガ イド の 会 引 【 同 行 区 間 】2 日 目 : 長崎 市 内 
[同行 区 間 】1 日 目 : 大 川内 山 歴史 も 古く 異国 情緒 豊か な 町 を 長崎 
6 弁 も 交え て 楽 コ 

秘 察 な ら で は の 解明 され て いな い 部 分 の 説明 SAi 二 5 人 UR 
な ど ガ イド 独自 の 見 解 も 交え な が ら 詳し く 解 
説 し ます 。 


大 川内 山 か ら 長崎 へ 
大 川内 山 で の 伊万里 焼き 絵付 け 体験 の 後 、 西 九州 新幹線 で 長崎 へ 。1000 万 ドル 
の 夜景 と 和 華 蘭 文化 の 象徴 「 卓 袖 料 理 」 の 夕食 を 楽し み ま す 。 


長崎 の 歴史 ・ 文 化 に 触れ る 
現地 交流 ・ 文 化 体験 


バス 移動 は な く 、 じ っ くり 長崎 を 散策 。 ホテ ル か ら 歩 いて 体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 文 
軍艦 島 デジ タル ミュ ー ジ アム を 見 学 し た 後 、 い よい よ 明 (2 日 目 ・ 午 前 ) (1 日 目 : 午 後 ) 


訓 治 産業 革命 の 象徴 "世界 遺産 軍艦 島 」. へ 向かい ます 。 軍 艦 “軍艦 島 ク ルー ズ * 大 川内 山 散 策 と 伊万里 
島 に 上 陸 し 、 鉱 員 住宅 だ っ た 日 本 最 古 の RC 造 の 高層 アパ 焼き 絵付 け 体 験 
ー ト や 、 炭鉱 従業 員 の 組合 事務 所 な ど を 見 学 路 か ら 見 学 。 
多く の 建物 が 崩壊 し て いる 光景 は 、 島 の 繁栄 と 衰退 の 歴 
史 を 感じ ます 。 午 後 は 長崎 さる く へ 。 さ る く と は 「 ま ち を 
ぶら ぶら 歩く 」 と いう 意味 の 長崎 弁 。 グ ラバ ー 園 や 大 浦 天 
過 議 主 当 周辺 、 東 山手 地区 の 洋館 、 赤 レン ガ や 石 軒 等 、 居 留 地 
和輝 が 語 時 代 に 想い を 馳せ 、 そ こ に 暮らし た 人 々 を 感じ ます 。 夕食 
ドー ニン の は 日 本 三 大 中 華 街 "新地 中 華 街 」 で ご 用 意 い た し ます 。 


歴史 に 触れ る 記 層 島 へ E 交 上 ] 
計 の 人 な 信介 を リ 、 祈 リ を 掛け た 浴 伏 キリ ンタ ン の 石炭 全盛 期 に は 24 時 間 フル 操業 で 不 夜 350 有 余年 の 歴史 と 文化 を 有 
姿 、 禁 教 令 が 解 か れ ! 祈 り の 拠点 と な る 教会 」 が 多く 城 と 言わ れ た 世界 遺 産 ・ 軍 艦 島 」 に 上 し 、 最 高峰 の 陶 技 が 守ら れ て 
築 か れ た キリ シタ ン の 歴史 が 数 多く 見 られ ます 。 和 陸 し ます 。 上 陸 す る こと で し か 感じ る いる 大 川内 山 の 歴史 と 文化 
洋 混合 の 建築 様式 で 自 亜 の 教会 「 水 の 浦 教会 .、 マ ル こと が 出来 な い 島 内 の 姿 を 、 圧 倒 的 ス 窯元 散策 と 絵付 け 体験 を 通じ 


マン 神父 に よっ て 建て られ た 、 五 島 最 初 の 天主 堂 ケー ル で 体感 し ます 。 た 職人 さん と の 交流 も 楽し み 
(木造 ) 「 堂 崎 天 主 堂 」、 信徒 に 呼び か け で 島内 の 石 を m 所 要 時 間 : 約 150 分 で す 。 体験 後 、 焼 き 上 げ 、 約 
集め 作ら れ た 日 本 初 の ルル ド 「 井 持 浦 教会 . な ど 多 "注意 事項 気象 条件 が 安全 基準 を 満 | ヶ月 後に ご 自宅 に お 送り い 
く の 世 界 文 化 遺 産 の 構成 遺産 を 巡り ます 。 た さ な い 場合 、 上 陸 が 出来 ませ ん 。 た し ます 。 

※ 写 真 掲載 に 当たっ て は 大 司教 区 の 許可 を いた だ いて いま す 。 その 場合 、 軍 艦 島 の 周り を 船 で 1 周 m 所 要 時 間 : 約 60 分 


し 、 船 内 か ら 軍 艦 島 を 見 学 し ます 。 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


11 朋 22 (k)、3 月 19 日 ( 炎 ) 四 

羽田 空港 (8:40 て 10:00 発 ) 伊丹 空港 (9:30~11:00 発 ) 福岡 空港 (11:00~13:00 発 ) 11/22 発 | 大 阪 発 

」 | 損 空 港 福岡 空港 5 
目 | 現地 交流 ・ 文 人 体験 秘 察 の 里 大 川内 山 (絵付 け 体験 、 ガ イド と 窯元 散策 ) 武 座 温泉 駅 一 ( 西 刀 | ※ 
州 新幹線 か も め 〉 = 長崎 駅 稲佐 山 展望 台 (1000 万 ドル の 夜景 を 見 学 ) 長崎 市 内 ( 卓 補 料 理 の タ | 夕 | |/19 発 | 大 阪 発 | 178.000 円 | 188.000 円 | 


食 ) つ (バス 又は タク シー) つ 夜 : ホ テル モン トレ 長崎 泊 現地 発着 | 153,000 円 163.000 円 
午前 : 宿 … 長崎 常盤 港 て (軍艦 島 ク ルー ズ 〉~ て 軍艦 島 ( 上 陸 ツ アー で 繁栄 と 衰退 の 歴史 を 感じ ます ) て 
長崎 常盤 港 … 長 崎 市 内 (昼食 ) … 長崎 さる く ( グ ラバ ー 園 や 大 浦 天主 堂 な ど 南 山手 地区 を ガイ ド と と 
も に 巡り ます / 約 2km・3 時 間 ) … 夕刻 : 同 宿泊 (夕食 は 新地 中 華 街 で ご 用 意 い た し ます ) 
(出発 まで 自由 散策 ) … 午 前: 長崎 港 て て ジェッ ト フ ォ イ ル ( 船 中 弁当 )〉 福 江 港 つ 鎧 河 ビ ジ タ ー セ 
ンタ ー・ 溶 岩 海岸 ( 鬼 岳 噴火 の 溶岩 が 海岸 を 形成 ) つ カト リッ ク 堂 崎 天 主 堂 (福江 島 最 古 の 教会 を 見 
学 ) つ カ トリ ッ ク 水 の 浦 教会 (美しい 白亜 の 教会 ) っ 夕刻:GOTO TSUBAKI HOTEL 泊 

朝 : 宿 一 井 持 浦 教会 (日 本 最 古 の ルル ド を 見 学 ) 一 大 瀬崎 展望 台 一 高浜 ビー チ ( 日 本 一 美しい ビー チ 
で 休憩 ) 一 道 の 駅 遣唐使 ふる さと 館 ( 昼 食 ) 一 福江 港 て く (ジェッ ト フ ォ イ ル 〉 へ 長崎 港 っ 

長崎 空港 ラ 長崎 空港 ラ 長崎 空港 (15:30 て 16:30 着 ) 

羽田 空港 (18:00 て 21:00 着 ) 伊丹 空港 (18:30 て 21:00 着 ) 

※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 福岡 空港 か ら 最 終日 福岡 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


用 バス 会 社 ( バ スガ イド が 乗務 いた し ます ) : (長崎 市 内 ) 長 崎 観 光 バ ス (福江 市 内 ) 五 島 自動 車 (路線 バス タイ プ の 車 
両 で の 運行 と な り ま す ) ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


12 つっ バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 列車 … 船 ++ その 他 


ホテ ル モ ン トレ 長崎 


皿 加 い 


[部 屋 ] 洋室 

[お 食事 ] 

【 タ 】 ホ テル 外 日 目 : 卓 鶴 料 
理 ・2 日 目 : 中 華 料 理 ) 

【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 


皿 加 の 


[部 屋 ] 洋室 

[お 食事 ] 

【 夕 】11/22 発 : 姉妹 ホテ ル に て 五島 会 席 
3719 発 : 五島 イタ リア ン 

【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 


x 了 大 通 | ぐ 陣 半 障 半 


皿 田 


v ゃ の こさ ヽ h3I ( "ショ ン ) 


南 の 楽園 で 独 目 の 歴史 化 と 時 が な 目 然 を 7 


宿泊 日 の 宿泊 素材 、 
H 発 地 、 エ スコ ー ト 


体験 る 3 日 間 2 


ーーー けい は ん 


亜熱帯 の 温暖 な 気候 に 育ま れ た 豊か な 自然 と 南 の 島 な ら で は の 美しい 景観 の 島 、 奄 美 大 島 。 岬 人 F き 2 AI 
古く は 琉球 王国 の 支配 下 で 栄え ん 、 そ の 後 、 薩 摩 藩 に よる 支配 を 経て 明治 時 代 に 日 本 に 編入 、 
戦後 は アメ リカ 統治 下 と な り 、 多 様 な 文化 を 独自 の 文化 に 発展 きせ た 歴史 的 な 島 で す 。 世 界 


時 、 
金 作 原 $ ウエ スト 美 
コー スト 奄美 大 
島 
納 


遺産 に も 認定 され た 奄美 大 島 の 固有 の 自然 を 中 心 に 独自 の 文化 に も 触れ る 旅 で す 。 A ンー 欠 導 
を っ 人 人 ーー 
マン グロ ー プ 茶屋 美観 光 ネ ットワーク 


』【 同 行 区 間 】2 : 金 作 原 


叫 世界 遺産 奄美 大 島 を 代表 する 亜熱帯 の 森 「 金 作 原 原生 
叫 林 」 で 出会う 小動物 の 生態 や シシ ダ 科 の 植物 「 ヒ カゲ ヘ へ ゴ 」 
を は じ め と する 植物 を し っ か り 説 明 い た し ます 。 ア ッ プ 
ダウ ン も な く 楽 し く ハ イキ ング を 楽し み ま し ょ う ! 


叫 [同行 区 間 】 

加 2 日 目 : マン グロ ー ブ カ ヤッ ク 

マン グロ ー プ の 説明 の 後 、 カ ヤッ ク の 乗 
り 方 を レク チャ ー し ます 。 濡れ る こと も 
な く 大 自然 体験 を 楽し み ま し ょ う ! 


奄美 の 文化 体験 と 固有 種 を 知る 
土地 の 文化 を 知る に は まず は 食 か ら 。 人 気 店 
「 ひ さ 倉 」 で 奄美 名 物 落 飯 の 昼食 を お 召し 上 
が り い た だ きま す 。 その後 、 奄 美 の 伝統 「 大 


島 組 」 の 泥 染め を 方 言 ま じ り の 名 物 講師 に 教 ーー SS 
験 ・ ア クティ ビ テ 1 ・ 』 
較 二 わ り ながら 体験 。 ホテ ル 到 着 前 に は ウミ ガメ 体験 の 可 見 地 交 流 ・ 文 化 体験 


の 9 の 産 名 地 と し て 有名 な 大 浜 海岸 に 立ち 寄り = 。 ラ ケロ ーー ナン 、 

凍 お 5 寺 到 到 信 で 伯 吾 まで ラン ラミ ここ ピー フフ ヤック 
| の 見 学 と エサ や り 体験 も (大食漢 の ウミ ガメ “ 

| の 好物 は …)。 夕食 後 、 い よい よ 感 動 の ナイ 

ド 必 王 人 究 マ ミノ 多 回 必 巡 詳 旬 品 ウ 

キュ ウ コ ノ ハズ ク な ど 固 有 種 を 探索 し ます 。 

時 間 が 決め られ 、 ガ イド 同行 で し か 入る こと 


人 際 


4 ツー 7 
民 介 の g22 放 が 許さ れ な い 「 と ある 峠 」 へ と 進み ます 。 こと 
森 で あり 、 川 で あり 、 海 で ある 神秘 的 鮮やか な 色 使い と 独特 の 模様 が 特徴 の 
世界 遺産 の 秘境 を 進む な マン グロ ー プ の 森 。 潮 の 満ち 引き で 大島 組 。 混 染 職 人 さん と の 方 言 まじ り の 
Be の 02 の 全く 違う 表情 を 見 せる 奄美 マン グロ ー 交流 を 通じ て 、 世 界 で 唯一 の 染色 方 法 
> 回 を 本 な ガイ ド で 傍 み ます 。 で ある 泥 染め を ハン カチ で 体験 し ます 。 
の 自然 を バー チャ ル で 美しく 展示 する 、 奄 美 。 』 所 要 時 間 : 約 60 分 = 所 要 時 間 : 約 90 分 


大 島 世界 遺産 セン ター を 見 学 し た 後 、 マ ンク  』 注 意 事項 : 潮位 に より 午後 の 金 作 原 = 注意 事項 : 必要 な も の は すべ て 現地 
ロー プ ブ カヤ ッ ク へ 。 カ ヤッ ク の 基本 レク チャ ハイ キン グ と 行程 を 入れ 替え る 場合 で ご 用 意 い た し ます の で 、 安 心して 
一 を 受け 、 貴 重 な 動植物 の 生息 源 と な っ て い が あり ます 。 ご 参加 いた だ け ま す 。 

』 る マン グロ ー プ ブ に 入り ます 。 南 方 系 の 樹木 が 

混成 し 野鳥 の 宝庫 と な っ て いま す 。 上 流 に が 

は 、 天然 リュ ウキ ュ ウ アユ の 姿 も 。 午後 は 世 得 美 の 生 明 系 の 頂点 「 ハ プ 」 を 知る 

界 遺 産 の 秘境 「 金 作 原 」 に 向かい ます 。 豊か な 最終 日 は ハブ の 生態 を 見 学 し ます 。 代々 、 奄 美 に 生 
自然 が 残っ て いる 原生 林 に は 、 高 さ 10m に も 皿 す る ハブ を 操る へ ビ 使 い が 繰り 広げ る 楽し い パ フ 
成長 する シダ 科 の 植物 「 ヒ カゲ へ ゴ 」 を は じ ォ ー マ ンス は 、 ハ ブ の 対処 法 ・ 生 態 だ け で な く 、 錠 
め 、 貴 重 な 小動物 た ちの 姿 も 。 現地 ガイ ド と 美 の 自然 や 文化 に つい て も 触れ ます 。 金 運 と 魔 除け 
ゆっ くり じっくり ハイ キン グ を 楽し み ま す 。 2 生 MMERZS2N22O NZ に リー ンド 4 UESCO。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 2 人 1 室 1 人 1 室 


146,000 円 148,000 円 


羽田 空港 (7:00~8:00 発 ) ラ 伊丹 空港 (9.00 て 10:00 発 ) 


ミ の 
XX 
つけ い は ん ひさ 食 ( 窟 美 名 物 凌 飯 の 昼食 ) つ 奄美 大 島 和 村 ( 泥 染め 体験) -> 大 浜 海浜 公園 (海洋 展示 | 106,000 円 108,000 円 


館 で ウミ ガメ の 見 学 と エサ や り ) ユ 夕刻: ホテ ルウ エス トコ ー ス ト 和 G 美 泊 少し 早め の 夕食 後 、 夜 | 。 ホテ ルウ エス トコ ー ス ト G 美 
宿 つ (専門 ガイ ド 同 行 で し か 入る こと が 出来 な いと ある 峠 道 で 、 ア マミ ノ ク ロ ウサ ギ や リュ ウキ ュ 
ウ コ ノ ハズ ク な ど 貴 重 な 生 き 物 の ナイ ト ツ アー2 時 間 程 度 ) 一 夜 : 宿 
午前 : 宿 一 奄美 大 島 世界 遺産 セン ター( 奄 美 の 生態 系 を フィ ー ル ド を 歩い て いる よう に 体感 ・ 観 察 ) 
っ マン グロ ー ブ ( カ ヤッ ク で マン グロ ー ブ の 深部 へ 向かい ます ) … 宿 ( 昼 食 ) 一 金 作 原 原生 林 ハ イキ 
ング (専門 ガイ ド 同 行 で し か 歩く こと が 出来 な い 原生 林 を ハイ キン グ / 約 2km・90 分 ) っ 夕刻 : 同 宿泊 
前 : 宿 一 原 ハ ブ 屋 (ハブ の 生態 を 楽し く 学 べ る ハブ ショ ー 見 学 ) 一 = 奄美 パー ク ( 奄 美 の 郷 と 田村 
村 記 念 館 を 見 学 ) つつ ※ 伊 丹 空 港 発着 の お 客 様 は 復路 便 の 都合 で 、 奄 美 パ ー ク の 見 学 時 間 が 短く な り ま す 。 
奄美 空港 ラ 奄美 空港 ラ 奄美 空港 (12:00 て 13:00 着 ) 

羽田 空港 (16:00 て 17:30 着 ) 伊丹 空港 (13:00 て 14:00 着 ) 


皿 加 一 


皿 加 い 


隣接 する 姉妹 館 の 大 浴場 を ご 利 

中 ・ 用 いた だ け ま す 。 

[部 屋 ] 洋室 

[お 食事 ]【 夕 】 和 会 席 記 
【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 上 

つ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 列車 て 船 ++ その 他 13 


皿 加 の 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 奄美 空港 か ら 最終 日 奄美 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


用 バス 会 社 : し ま バ ス ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


東京 発 画 放 用 Ri00 
所 此 計 (現地 オプ ショ ン ) 


日 本 一 早い ! 寒 災 桜 の 名 所 も 訪れ る ! 
| 最少 催行 人 員 :10 名 
「 現 地 オ プシ ョ ン 」 画 


世界 自然 遺産 や ば る の 豊か な 自然 と 
人 々 の 暮らし に 触れ 長寿 の 秘訣 に 迫る 3 日 間 敵 委 電 3 


素材 の 積み 上 げ 必 須 


大 宜 味 村 国頭 村 
今帰仁 城跡 LX sa 
塵 佐 次 川 トニ 
沖縄 県 


ーー 一 


地元 の 人 に "や ん ば る 」 と いう 愛称 で 親しま れ 、 世界 自然 遺産 登録 エリ ア と な っ た 沖縄 本 島 北 部 エリ 
ア 。 稀少 な 亜熱帯 の 森 に 数 多く の 固有 種 が 生息 する 生物 の 多様 性 が 特徴 で す 。 手つかず の 自然 が 残 
る や ん ば る エリ ア で 自然 保護 の 取組 を 体感 し 、 長 寿 の 村 ' 大 宜 味 村 」 で 人 々 の 慕 6 し に 触れ る 旅 で す 。 


上 開 地 広美 gk 体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 現地 交流 ・ 文 化 体 誠 
ネイ チャ ー ガ イド / 株 式 会 社 Endemic Garden H 環境 部 長 (2 日 目 : 午 後 ) 2 日 目 : 午 

【 同 行 区 間 】3 日 目 : や ん ば る の 森 ト レッ キン グ 

千葉 県 出身 、 環 境 省 や ん ば る 野生 生物 保護 セン ター に て アク ティ ブレ ンジ ャ ー を 
約 9 年 経験 し た 後 、 現 職 。 ネ イチ ャ ー ガ イド 、 イ ベン ト の 講師 と し て や ん ば る の 魅 
| 力 と 課題 に つい て 伝え て いま す 。 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 下さ い 。 


員 
攻 い \ 


マン グロ ー プ 観察 & カ ヌー 体験 ・ 大 宜 味 村 ・ 喜 名 嘉 集落 散策 


豊か な 自然 と 生態 系 へ の 理解 を 深め る 
EEP こ | 沖縄 本 島 北 部 エリ ア は 山 や 森 が 多い と いう 意 
mW 味 で 山原 (や ん ば る ) と 呼ば れ 、 固 有 の 野生 生 
物 が 多く 生息 し て いま す 。 は じ め に 、 や ん ば 
この る 野生 生物 保護 セン ター で 山 ・ 川 ・ 海 が 織り 
sa 護 | 成す 自然 環境 と 絶滅 危 恨 種 ヤ セン バル クイ ナ を 
福吉 旨 條 きま 委 20 は の 時 生物 導 は じ め と し た 野生 生物 保護 へ の 理解 や 関心 を 

飲 謀 を シダー 深め て いた だ き 旅 を スタ ー ト し ます 。 


訪 王 集落 散策 で 長寿 の 秘訣 に 迫る 

。 沖縄 本 島 で は 最大 規模 の マン グロ ー ブ 林 ( 天 
然 記念 物 ) が 広がる 慶 佐 次 川 。 整 備 さ れ た 遊 
歩道 か ら マ ング ロー ブ の 生態 や 干潟 の 生物 を 
観察 を し 、 満 潮時 は マン グロ ー ブ の 川 を カヌ 


げ さ し か こ 
遊歩 道 か ら の 鹿 佐 次 川 マ ング ロー プ 観 察 3 各 
と カメ ヌー 体験 (2 名 1 組 ) を お 客 様 の 体力 に - 
合わ せ て 実施 し ます 。 
m 所 要 時 間 : 約 180 分 
m 注意 事項 : 濡れ て も 良い 服装 ・ 帽 子 ・ 靴 
* ご 参加 下さ い 。 カ ヌー 体験 は 潮 の 影響 
に より マン グロ ー ブ 内 で は な く 海 で の 実 
施 と な る 場合 が あり ます 。 


負 内 


や ん ば る で 紡が れ て きた 先 人 の 生活 
の 工夫 や 知恵 を 先祖 代々 この 土地 で 
過ごす 集落 ガイ ド が ご 案内 し 、 通 常 
観光 で は 訪れ る こと の な い 集落 で の 
滞在 を 体験 し ます 。 

= 所 要 時 間 : 約 150 分 


自然 保護 の 歴史 と 生物 多様 性 に つい て 学ぶ 
レー ーー WW や ん ば る 国立 公園 に 指定 され る 「 や ん ば る の 


皿 加 一 


つろ ぎく だ さい 。) 


皿 皿 い 


ー タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 


皿 四 の 


羽田 空港 (7:30 て 8:30 発 ) 那 和 覇 空港 
っ つや ん ば る 野生 生物 保護 セン ター・ ウ フ ギ ー 自 然 館 つ ヤン バル クイ ナ 生 態 展示 学習 施 
森 ( ヤ ン バ ル クイ ナ を 間近 で 観察 で きま す )※1/25 出 発 の み 
っ タ 刻 : オ クマ プラ イベ ー ト ビー チ & リ ゾー ト 泊 (リニュ ー ア ル さ れ た 48mf の 広々 コテ ー ジ で お く | 


ー で 探検 し ます 。 世 界 自 然 遺産 「 や ん ば る の 
森 」 エ リア に ある 長寿 の 村 「 大 宜 味 村 ・ 喜 如 
集落 」 は 和 糸 間 薦 の 畑 に 囲ま れ た 昔ながら の 民 
家 が 立ち 並ぶ 集落 。 喜 如 嘉 集落 で 暮らす ガイ 
ド が 案内 する ライ フス タイ ル や 人 々 の 暮らし 
を 間近 で 見 る こと で 長寿 の 秘訣 を 探り ます 。 
また 、 ガ イド と し か 入れ な い 御 願 所 (お 祈り 
の 場 ) や 共同 売店 、 重 要 無 形 文化 財 で ある 功 
薫 布 の 伝統 を 受け 継い で いる 人 々 の 共同 作業 
場 な どか ら 、 暮 らし と 地 続き の 自然 や 文化 を 
感じ る こと が で きる ガイ ドウ ォ ー ク で す 。 


那覇 空港 (11:00 て 11:30 発 ) 


午前 : 宿 一 鹿 佐 次 川 マ ング ロー プ 観 察 (本 島 最 大 規模 の マン グロ ー ブ 群 )& カ ヌー 体験 一 大 宜 味 村 ・ 
喜 如 喜 集 落 散策 ( 糸 苗 葉 の 畑 に 囲ま れ た 昔ながら の 民家 の 立ち 並ぶ 集落 を 地元 ガイ ド と 歩き ます ) 


午前 : 宿 つや ん ば る の 森 ト レッ キン グ ( 国 頭 村 森 林 公 園 の 森 を 植物 や 生物 を 観察 し な が ら 歩 きま 
す / 約 3.8km・ 約 180 分 ) つ 今帰仁 城跡 ( 寒 続 楼 の 名 所 を 見 学 ) 


設 ク イナ の | ※ 


森 」 の 入り 口 に あたる 国頭 村 森 林 公 園 を ネイ 
28 王 に ⑨ 選 ドウ ツジ 多 し 、 ご 2 
まで の 自然 保護 の 歴史 を 学び ます 。 ここ は 自 
然 の 宝庫 、 や ん ば る に し か いな い 生 き 物 も 姿 
を 見 せ て くれ る か も し れ ま せん 。 沖縄 で は 、 
冬 真 っ 只 中 の 1 て 2 月 に か け て 桜の シー ズン 
を 迎え ます 。 沖縄 に 咲く 桜 は 「 寒 災 桜 」 と いう 
種類 で 濃い ピン ク 色 の 花びら が 特徴 で す 。 最 
後に 今帰仁 城跡 に 立ち 寄り ' 寒 桜 」 名 所 を 
見 学 、 運 が 良けれ ば 一 足早 く 春 の 訪れ を 感じ 
て 旅 を 締め くく り ま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 


165,000 円 189,000 円 


135,000 円 | 159,000 円 


グマ プラ イペ ー ド ピー チ & り ゾード ト 


クラ ンド = テー ッ e 中 デ 
[部 屋 ] 洋室 
[お 食事 ]【 夕 】 バ イキ ング 


那覇 空港 錠 羽 田 空港 (19:00 て 20:00 着 ) 那覇 空港 (16:15 て 16:45 着 ) 


※ 東 京 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 


会 社 : 琉球 バス 交通 又は カリ ー 観 光 バス ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 【 朝 】 バ イキ ング 


14 つっ バ ス 航空 機 … 徒 歩 列車 船 ++ その 他 


最後 の 秘境 ーー っ 東京 人 6AEZJ910 


[の に Sc 詳 人 23 誠 と き 】( 現 地 オ プシ ョ ン 
WW 1 中 ED io 


つら 


XY の 4 日 | を か と 」 っ: PP 
の 3 る 党 ・ 2 止 の ら 予約 くだ さい 。 
還 サス < * い 日 る の 宿 泊 素材 8 


素材 の 積み 上 げ 必 須 


ーー ュー ニュウ 


大 小 32 の 島々 か ら 6 成る 八重 山 諸島 、 滞 在 の メイ ン と な る 西表 島 は 数 多く の 固有 種 が 生息 する こと か ら 東洋 の か ラバ パゴス と も 呼ば れ 
て いま す 。 こ の 旅 で は 希少 な 動植物 に 出 会 2 と と と も SM OS 5 様々 な 体験 や 交流 を 通し て 人 々 の 暮 6 
し に 触れ 、 自 然 と の 共生 、 


罰 前 田 由 加 k 

則 BlueMoon 所 属 / 沖 縄 県 地域 通訳 案内 士 ・ ア ド ベ ンチ ャ ー ツ ー リ ズム コー 
ディ ネー ター・ 現 地 添乗 員 【 同 行 区 間 】3 日 目 全 行 程 
八重 山 の 島々 に 魅了 され 移住 。 島 め ぐり を は じ め 、 ダイ ビン グ や カヌ ー な どの ネイ チ 
較 ャ ー ガ イド と し て も 20 年 ほど 活動 。 自 然 の みな ら ず 文化 や 歴史 を 通し て 島 の 魅力 を 
ご 案内 し ます 。 人 と 自然 が 共存 で きる 島 を 目指 し 旅行 者 の みな さま を お 迎え し ます 。 


・ 沖 提 8 サバ ニ 沖 ぎ 体験 < 地域 住民 の みな さま と の 
サバ ニ と は 、 フン チ 交 流 & 大 浜 良 較 見 学 
海 人 の 先 人 た l 箸 作 りや ラ 


( 加 1) ラ 秋 テ は 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 四 ら が 漁 に 出る ニー ンチ (お 弁 

7 三 昭 際 に 使用 し て 当 ) を 食べ 

1 日 生 量 ッ ンー げ いた 、 沖 縄 に な が ら 、 地 
石垣 咽 に 生 忠 する サ を 知る ae 古く か ら 伝 わる 木造 伝統 漁船 で す 。 1 艇 域 住民 の み 
八重 山 諸島 の 拠点 、 石 垣 島 は 豊か な 自 に つき 2 名 の 能 取 り 、 地域 の みな さま と な さま と の 


然 が 息づく 島 。 代 表す る 景勝 地 ・ 川 平 力 を 合わ せ て 潮 ぐ アク ティ ビ テ ィ で す 。 交流 で 島 の 生活 を より 深く 知り ます 。 
湾 の 美しく 透き通っ た 海 は カビ ラブ ル m 所 要 時 間 : 約 150 分 大 浜 農園 で は 農園 の 歴史 や 自然 の 恩 
ー と も 呼ば れ 、 グ ラス ボー ト か ら サ ン "注意 事項 : 濡れ て も 良い 服装 ・ 帽 恵 を 受け 、 島 の 生き も の と と も に 育つ 
ゴ 礁 や 色 鮮 や か な 熱帯 魚 を 楽し み ま す 。 了 ・ マ リン シュ ー ス ( 催 出 あり ) を ご 作物 に つい て 学び ます 。 


準備 くだ さい 。 m 所 要 時 間 : 約 120 分 

村 量 環 西表 島 の 伝統 と 人 々 の 暮らし に 触れ る _- ー 

5 邊 の 大 部 分 が 中 帯 の 原生 本 で 政 わ れ た 自 。 或 明 世界 自然 道産 西表 鳥 の 生態 系 へ の 理解 を 深め 
然 の 宝庫 ・ 西 表 島 。 絶滅 危 恨 種 の イリ オモ テ 回 本 回 議 義 沖 縄 県 の 最大 河川 ・ 浦 内 川 で は 船長 の ガイ 
ヤマ ネコ を 含む 多種 多様 な 動植物 が 生息 し 、 ド に 耳 を 傾け な が ら マ ング ロー ブ の 中 を 船 
固有 種 や 希少 種 の 豊か さか ら 2021 年 に 世界 | で 上 流 へ 進み ます 。 軍艦 岩 到着 後 、 マ リ ユ ド 
遺産 と な り ま し た 。 西部 の 道路 終点 に ある 自 ッ ゥ ・ カ ン ピ レ ー の 滝 を 目指 し て 森 の 中 を 約 2 
2 記 則 計 集落 で は 、 マ ング ロー ブ や 千 当 を 観察 し な 時 間 歩き ます 。 道 中 見 落と し が ちな 珍し い 
が ら 木 造 の 伝統 的 な 漁船 サバ ニ 清 ぎ を 体験 し た あと 、 和 白浜 公 民 館 で の 箸 生物 や 植物 も ガイ ド が 詳し く ご 案内 し ま 
作り や ラン チ 、 大 浜 農園 見 学 で 地域 住民 の みな さま と 交流 し 、 西表 島 の す 。 最 後に 1970 年 頃 に 廃 村 と な っ た 旧 稲 葉 
人 々 の 伝統 を 守り 自然 と 共存 する 暮らし に 触れ ます 。 村 跡 地 に 上 陸 し 、 当 時 の 人 々 の 暮らし に 思 


ーーーー 。 い を 馳せ ます 。 その 後 、 野生 生物 保護 セン タ 
竹富 島 島 散 策 と 八重 山 諸島 の 特徴 を 振り 返る | で 西表 島 の 自然 や 野生 生物 、 自 然 環境 保 
ーー 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 に 指定 され 


謀 全 へ の 理解 ・ 関 心 を 深め ます 。 
る 赤 瓦 の 集落 と サン ゴ の 石垣 、 サ ン ゴ 砂 
が 敷き 詰め られ た 白い 道 が 印象 的 な 竹富 
島 で 旅 を 締め くく り ま す 。 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


226., ” 226.000 円 ”253. 53.000 円 


出発 日 2 月 1 日 ( 木 )、2 月 1 2 日 (月 ) 
羽田 空港 (8:00 て 9:00 発 ) 愛 那 覇 空港 錠 石 垣 空港 石垣 空港 (13:30~ 14:30 発 ) 


つ 川 平 湾 ( 国 指定 の 名 勝 ・ グ ラス ボー ト で サン ゴ 礁 観賞 、 散策 ) 夕刻 : 南 の 美 ら 花 ホテ ルミ ヤ ヒ ラ 泊 
(ホテ ル 到 着 後 、 徒 歩 で 夕食 へ ) 


181.000 円 | 208.000 円 


午前 : 宿 … 石 垣 港 西 表 大 原 港 一 白浜 港 て サバ ニ ( 伝 統 漁船 ) ぎ 体験 白浜 港 … 箸 作り 体験 ・ ラ ン 
チ 交 流 つ 大 浜 農園 見 学 ( 無 農薬 栽培 を 実現 する 農園 ) っ 夕刻 : 西 表 島 ジ ャ ング ル ホ テル パイ ヌ マ ヤ 泊 


[部 屋 ] 洋室 
[お 食事 ]【 夕 】 ホ テル 外 ( 和 食 ) 
【 朝 】 バ イキ ング 


サイ プリ イタ アッ 
記 た を まそ で すす た 


午前 : 宿 一 浦 内 川 観光 ジャ ング ルク ルー ズー~ 軍艦 岩 … 亜 熱帯 の 森 ト レッ キン グ ( マ リュ ドッ ゥ の 漠 
(日 本 の 滝 100 選 ) ・ カ ン ピ レ ー の 滝 ) … 軍艦 岩 一 稲葉 村 跡 地 ( 廃 村 と な っ た 旧 稲 葉 村 に 上 陸 ) 一 野生 
生物 保護 セン ター 夕刻: 同 宿泊 

午前 : 宿 一 西表 大 原 港 て 石垣 港 < 竹 富 港 (水牛 車 観光 、 自 由 昼食 ・ 散 策 ) > 石垣 港 … ユ ー グ レナ モー 
ル (自由 散 策 ・ シ ョ ッ ピ ング ) 

石垣 空港 放 那 覇 空港 ラ 石垣 空港 (15:00 て 15:30 着 ) 

羽田 空港 (20:30 て 21:30 着 ) 

※ 東 京 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 東 運 輸 又 は 南 ぬ 島 交 通 及び 西表 島 交 通 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


っ ラバ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + その他 


っ 
で る 


西表 島 ジ ャ ング ル ホ テル 

パイ ヌ マ ヤ 

[部 屋 ] 洋室 

[お 食事 ] 【 タ 】 バ イキ ング 
【 朝 】 バ イキ ング 


出発 地 、 エ スコ ー ト 
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テー マ あ る 体験 ・ 交 流 ・ 学 び の 旅 の お 問合せ ・ お 申込 み は こち ら ! 


0570-04-0303 03.6810.1910 


※ 携 帯電 話 の 定額 通話 を ご 利用 の お 客 様 


下記 押 EH 欄 記載 の 販売 
店 へ お 越し くだ さい 。 旅 
の 相談 や 詳し い 情 報 を 


お 電話 で 


10:00 一 17:00 
( 土 * 日 ・ 祝 日 ・ 


係員 が ご 案内 し ます 。 


12/30 一 1/3 は 休業 ) 


(ナビ ダイ ヤル ) 


田 こ ご の バ パンフレット に 記載 の プラ ン は 全て 


温泉 (鉱泉 含む ) に つい て 
介 お 客 様 が 快適 に ご 
し て いる 場合 が あり ます 。 


人 浴槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し ん し で いた だ ける よう に 、 入浴 剤 を 使 
用 する 場合 が あり ます 。 ( 例 : ワイ ン 風 呂 、 酒 風 呂 、 薬湯 な ど ) 
人 安心 し て ご 入浴 いた だ ける よう に 、 殺菌 消毒 を し て いる 宿泊 施設 も あり ます 。 


念 宿泊 施設 の 客室 に お いて 、 基本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が ある 場合 は 、 特に 記載 し 
て お り ま せん 。 例外 と し て ご 用 意 が で き な い 場合 の み 詳細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明記 し て いま す 。 
介 お 部 屋 は 、 禁煙 ・ 喫 煙 、 和室 ・ 洋 室 な ど 部 屋 タ イズ 、 階層 、 眺望 の 指定 な どの ご 希望 は 


お 受け で きま せん 。 


但 同 等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 な お 、 同 等 クラ ス の 選定 判断 基準 は 当社 に 拠り ます 。 


集合 時 間 に つ いて 
信 集 合 時 間 は 、 原則 JR・ 船 舶 利 用 コー ス は 出発 時 間 の 20 て 30 分 前 、 航空 機 利 用 コー ス 
は 40 て 60 分 前 、 バス 利用 コー ス は 集合 出発 時 間 を 掲載 じ し て いま す 。 (一 部 コー ス を 除く ) 


その 他 ご 注意 事項 
人 航空 機 ・ 列 車 ・ 船 舶 の 座席 に つい て 


浴 い た だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よう 加水 ・ 加 温 な ど を 


特に 記載 の な い 限 り 航 空 機 は 普通 席 、 列車 は 
普通 車 指定 席 、 船舶 は 2 等 又は 自由 席 と な り ま す 。 喫煙 ・ 禁 煙 席 、 窓 ・ 通 路側 の ご 希望 


は 上 記 番 号 を ご 利用 下さ い 。 


介 コ ー ス 内 容 の 変更 に つい て 


全て の パン フレ ッ ト を ご 覧 いた だ ける 
デジ タル 
パン フレ ッ ト も や 
チェ ッ ン ! 


お 申込 くだ さい 。 


航空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル (鉄道 の ダイ ヤ 改 正 ) な どの 変 


更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 場合 が あり ます 。 また 、 混雑 ・ 天 候 状況 ・ 


人 料理 写真 に つい て 
あり ます 。 


出 く だ さい 。 


その 他 の 事情 に より 現地 出発 ・ 到 着 時 間 、 観光 箇所 、 行程 の 順序 、 食事 時 間 な ど が 変 
更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 利 用 航空 便 は 往路 ・ 復 路 と も 経由 便 と な る 場合 も あり ます 。 
季節 ・ 仕 入 な どの 都合 に より 料理 内 容 ・ 器 が 変更 と な る 場合 が 


條 航空 機 ・ 列 車 の 決定 便 は 搭乗 日 、 又は 乗車 日 の 10 日 前 頃 ま で に お 知ら せ し ま す 。 (最終 
旅程 表 で 確認 じ て くく だ さい ) 
人 車椅子 の ご 利用 、 身体 障害 者 補助 大 の 同行 に つい て は 、 お 申込 時 に 販売 店 係員 に お 申 


人 @ 各 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 施設 の 情報 は 、 営 業 時 間 、 食 事 場所 ・ 内 容 ・ 


時 間 、 入浴 場所 ・ 時 間 な ど が 予告 な く 変更 と な っ た り 、 サー ビス の 提供 が 中 止 と な る 場 
合 が あり ます 。 また 、 指定 され た 列車 ・ 便 の 運休 な ど に より 、 列車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 
変更 が 行わ れる 場合 が あり ます 。 

人 天候 な どの 諸 条 件 に より 、 記載 の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


介 当 パン フレ ッ ト に お ける 記載 情報 事項 は 2023 年 7 月 31 日 現在 の 資料 に 基づき 作成 し て お 
り ま す の で 予告 な く 内 容 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


は 事前 に お 伺い で きま せん 。 また 、 グル ー ズ 、 カッ プル の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり 


人 「 国 内 旅行 総合 保険 」 を お すす めし ます 。 販売 店 係員 に お 問 合 わ せく だ さい 。 
急 写真 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 な どの 装飾 は 付き ませ ん 。 予め ご 了承 くだ さい 。 


お 申し 込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 頁 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 と ご 注意 を 必ず お 読み くだ さい >。) 


お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


人 @ 募集 型 企画 旅行 契約 

この 旅行 は (株 )JTB ガ イア レッ ク ( 東 京都 品川 区 東 品 川 2.3-11 観 光 庁 長官 登録 旅行 業 第 712 号 。 以 
下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 実施 する 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され る お 客 様 は 当社 と 募集 弄 企 画 旅 
行 契 約 (以下 「 旅 行 契 約 」 と いう ) を 締結 する こと に な り ま す 。 ま た 、 旅 行 条 件 は 、 下 記 に よる ほか 、 別 途 
お 渡し する 旅行 条件 書 (全文 )、 出 発 前 に お 渡し する 最終 日 程 表 と 称す る 確定 書面 及び 当社 旅行 業 
約款 募集 型 企画 旅行 契約 の 部 に より ます 。 な お 、 当 パン フレ ッ ト に 記載 きれ た 旅行 条件 と 別途 お 渡し 
当 パ ン フ レッ ト 記載 の 旅行 条件 が 

用 され ます 。 


人 @ 旅行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 期 

(1) 所 定 の 申込 書 に 所 定 の 事項 を 記入 し 、 下 記 の お 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 お 申込 金 
は 、 旅 行 代金 お 支払 い の 際 差し 中 か せ て いた だ きま す 。 

(2) 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ そ の 他 の 通信 手段 で お 申し 込み の 場合 、 当 社 ら の 予約 を 承諾 する 旨 の 通知 が 
お 客 様 に 到達 し た 日 の 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 に 申込 書 の 提出 と 申込 金 の 支 払 し し て いた だ きま す 。 

(3) お客様 が 旅行 予約 サイ ト で 予約 ・ 店 舗 で お 支払 いす る 方 法 を 選択 し た 場合 、 当 社 の 予約 を 承諾 
する 旨 の 通知 が お 客 様 に 到達 し た 日 の 翌日 か ら 起 算 し て 2 日 以内 に お 申し 込み 内 容 を 確認 の う 
え 、 申 込 金 の 支払 い を し て いた だ きま す 。 こ の 場合 、 前 項 の 定め に より 契約 が 成立 し ます 。 

(4) 旅行 契約 は 、 電 話 に よる お 申し 込み の 場合 、 本 項 (2) に より 申込 金 を 当社 ら が 受領 し た と き に 、 ま 
た 、 郵 便 又 は ファ クシ ミリ その 他 の 通信 手段 で お 申し 込み の 場合 申込 金 の お 支払 い 後 、 当 社 ら の 
旅行 契約 を 締結 する 旨 の 通知 が お 客 様 に 到達 し た と き に 成立 いた し ます 。 ま た 、 電 話 、 郵 便 、 フ ァ 
クシ ミリ その 他 の 通信 手段 で お 申し 込み の 場合 で も 、 通 信 契 約 に よっ て 契約 を 成立 させ る と き は 、 
右記 倫 「 通信 契約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 (1) の 定め に より 契約 が 成立 し ます 。 

(5) お 申込 金 ( お ひと り ) 


@ 特別 補償 

当社 は 、 当 社 また は 当社 が 手配 を 代行 きせ た 者 の 履 意 また は 過 和 失 の 有無 に か か わら ず 、 募 集 型 企画 
旅行 約款 別紙 特別 補償 規程 に 基づき 、 お 客 様 が 募集 型 企画 旅行 参加 中 に 急激 か つ 偶 然 な 外来 の 
事 改 に より 、 そ の 身体 、 生 命 ま た は 手荷物 上 に 家 っ た 一 定 の 損害 に つい て 、 以 下 の 金 額 の 範 了 に お い 
て 、 補 償 金 また は 見 押 金 を 支払 いま す 。 な お 、 手 符 物 の 損害 に 対し て 保険 金 を 支払 うべ き 保険 契約 が 
ある 場合 は 、 当 社 は 、 当 社 が 支払 うべ き損 害 補償 金 の 額 を 減額 する こと が あり ます 。 

・ 死 亡 補 償 金 :1500 万 円 ・ 入 院 見 舞 金 :2ー20 万 円 ・ 通 院 見 舞 金 1 一 5 万 円 

・ 携 行 品 損害 補償 金 : お 客 様 1 名 に つき 15 万 円 (た だ し 、 補 償 対 象 品 1 個 あ た り 10 万 円 を 限度 と し ます 。) 


人 @ お 客 様 の 責任 (抜粋) 

お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 誠 約 半面 に 記載 きれ た 旅行 サー ビス を 円 消 に 受領 する た め 、 万 が 
一 契約 書面 と 異な る 旅行 サー ビス が 提供 きれ た と 認識 し た と き は 、 族 行 地 に お いて 吉 や か に その 陸 を 
洒 乗 由香 放 貞 、 現 地 ガイ ド 、 当 訪 旅 行 サー ビス 提供 機関 又は お 貼 込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 
@「 通 信 契 約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 

当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 ( 以 下 [会 員 ] と いう ) よ り 「 会 員 の 署名 な くし て 旅行 代金 や 取 
消 料 等 の 支払 い を 受け る 」 こ と (以下 「 通 信 契 約 」 と いう ) を 条件 に お 中 込み を 受け た 場合 通常 の 旅行 
条件 と は 以下 の 点 で 異な り ます 。( 受 託 旅行 業者 に より 当該 取扱 が で き な い 場合 が あり ます 。 ま た 取扱 で 
きる カー ド の 種類 も 受託 旅行 朱 者 に より 異な り ます 。) 

(1) 通信 契約 に よる 旅行 昌 痢 は 、 当 社 ら の 旅行 契約 の 締結 を 承諾 する 紀 の 通知 が お 客 様 に 到達 し 


た と き に 成立 する も の と し ます 。 
支払 いま た は 払戻 し 債務 を 履行 すべ き 日 を いい ます 。 旅 行 代 金 の 


(2) 「 カ ー ド 利用 日 ] と は 旅行 f 
カー ド 利 用 日 は 「 契 約 成 立 日 ] と し ます 。 ま た 取消 料 の カー ド の 利用 日 は 「 契約 解除 依頼 日 ] と し ます 。 


等: R 寺 示 ーー (た だ し 契約 解 除 依頼 日 が 旅行 代金 の カー ド 利用 日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 は 旅行 代金 か ら 取 消 
旅行 代金 お 申込 金 旅行 代金 お 申込 金 HH し 人間 か 5 現し て 7 を カード 利用 と し て 反し ます -) 
生 代 門 3) 与 信 等 の 理由 に より 会 員 の お 申し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で き な い 場合 、 当 社 は 通信 
Si eee 時 0 契約 を 解除 し 、 規 定 の 取消 料 と 同額 の 倍 約 料 を 申し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 別途 指定 する 期日 
3 万 円 未満 6.000F 15 万 円 未満 30,000 円 まで に 現金 に よる 旅行 代金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 
6 万 円 未満 12.000 円 15 万 円 以上 | 旅行 代金 の 20% 信 国内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て 
ニム ご 旅行 中 、 け が を し た 場合 多額 の 治療 、 移 送 費 人 等 が か か る こと が あり ます 。 ま た 、 事 履 の 場合 、 加 
@ 旅行 代金 の お 支払 い 害 者 へ の 損害 崎 人 請求 や 剛 民 金 の 回 収 が 大 変 牙 で ある 電 合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め 、 
旅行 代金 は 旅行 出発 日 の 前 日 か らき か の ぼっ て 13H 日 に あたる 日 より 前 (お 申し 込み が 間際 の 場合 は お 客 様 ご 自身 で 充分 な 額 の 国内 旅行 保 胸 に 加入 きれ る こと を お 勧め し ます 。 国 内 旅行 保険 に つい て 
当社 が 指定 する 期日 まで に ) に お 支払 くだ きい 。 ま た 、 お 客 様 が 当社 提携 カー ド 会 社 の カー ド 会 員 で あ は 、 お 申込 店 の 販売 員 に お 問い 合わ せく だ きい 。 


る 場合 、 お 客 様 の 団 名 な くし て 旅行 代金 、 取 消 料 、 追 加 語尾 用 な ど を お 支払 いた だ く こ と が あり ます 。 

この 場合 の カー ド 利 用 日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 出 が な い 限 り 、 お 客 様 の 承諾 昌 と いた し ます 。 

人 @ 取消 料 

旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の 部 合 で 契約 を 解除 きれ る と き は 、 次 の 金 領 を 取消 料 と し て 中 し 受け ます 。 

(1) 取 消 料 の 金額 は 、 契 絢 面 に 明示 し ます 。 

(2) 本 表 の 適用 に 当たっ て 「 旅 行 開始 後 」 と は 、 別 紙 特別 補償 規 各 第 2 条 第 3 項 に 規定 する 「 サ ー ビ 
ス の 提供 を 受け る こと を 開始 し た 時 」 以 降 を いい ます 。 


契約 解除 の 日 取消 料 (お 1 人 様 ) 
1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 無 料 
旅行 開始 | (日 帰り 旅行 に あっ て は 11 日 目 ) Mi 
日 |2) 20 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 本 
し て さか | (日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 20% 
の ぼっ て | (3ー6 を 除く ) 
3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 (4 ご 6 を 除く ) 旅行 代金 の 30% 
4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 
6) 旅行 開始 後 の 解 除 ま た は 無 連絡 不参加 旅行 代金 の 100% 


※ お 客 様 の ご 都合 に よる 出発 日 の 変更 、 運 行 ・ 宿 泊 機 関 等 行程 中 の 一 部 変更 に つい て も 、 全 体 に 対 
する お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ま す 。 

*※ オ プシ ョ ナル プラ ン 及 び 航 空 等 割増 代金 に つい て も 、 出 発 日 を 基準 と し て 上 記 取 消 料 を 適用 いた し ます 。 

※ 各 コー ス に 適用 取消 料 の 明記 が ある 場合 は 、 そ の 取消 料 を 適用 いた し ます 。 

※ 貸 切 船舶 を 利用 する 旅行 に つい て は 、 上 記 の 表 に よら ず 、 コ ー ス ペー ジ 内 に 記載 する 取消 料 に 拠り ます 。 

※ お 客 様 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび コー ス の 変更 、 運 送 ・ 宿 泊 機関 等 行程 中 の 一 部 の 変更 に つい て も 、 全 
体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ます 。 


@ 泊 行 代金 に 含ま れる も の 
旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 * 料 金 (注釈 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス ) 、 稔 泊 費 、 食 事 代 、 入 
場 料 * 拝 観 料 等 及び 消費 税 等 諸税 。 こ れ ら の 連 用 は 、 お 客 様 の 都合 に より 一 部 利用 きれ な く て も 原則 と 
し て 払い 戻し いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。) 
@ [当社 の 責任 | 
(1 ) 当社 は 間 集 型 企画 旅行 契約 の 履行 に あたっ て 、 当 社 又 は 当社 が 手配 を 代行 きせ た 者 の 履 意 
又は 過失 に より 、 お 客 様 に 損害 を 与え た と き は 、 お 客 様 が 被 られ た 損害 を 賠償 いた し ます 。 た だ し 
損害 発生 の 翌日 か ら 起算 し て 2 年 以内 ! に 対し て 通知 が あっ た 場合 に 限り ます 。 
(2 ) 手荷物 に つい て 生じ た 本 項 (1) の 損害 に つき まし て は 、 本 項 (1) の お 客 様 か ら の 損害 通知 期 
間 規 定 に か か わら ず 損 害 発生 の 翌日 か ら 起算 し て 14 日 以内 に 当社 に 対し て 申し 出 が あっ た 場合 
に 限り 、 賠 償い た し ます 。 た だ し 、 損 害 額 の 如何 に か か わら ず 当 社 が 行う 賠償 額 は お 1 人 あたり 最 
高 15 万 円 まで (当社 に 改 意 又は 重大 な 過失 が ある 場合 を 除き ます 。) と いた し ます 。 


@ 事故 等 の お 申出 に つい て 
旅行 中 に 、 事 故 な ど が 生じ た 場合 は 、 直 ち に 同行 の 疾 生 員 現地 係 中. 運送: 宿泊 機関 等 旅行 サー ビ 
ス 提 供 機 岡 、 ま た は 、 お 申込 店 に ご 通知 くだ さい 。( も し 、 通 知 で き な い 事情 が ある 場合 は 、 そ の 事情 が 
な く な り 次 第 ご 通知 くだ さい 。) 


人 @ 個人 情報 の 取扱 に つい て 

当社 及び 販売 店 は 、 旅 行 申込 の 際 に 提出 きれ た 申込 書 等 に 記載 きれ た 個人 情報 に つい て 、 お 客 様 と の 間 
の 連絡 の た め に 利用 きせ て いた だ く ほ か 、 お 客 様 が お 申し 込み いた だ いた 旅行 に お いて 運送 ・ 宿 泊 機 関 ・ 
保険 会 社 等 の 提供 する サー ビス の 手配 及び それ ら の サー ビス の 受領 の た め の 手続 に 必要 な 範囲 内 で 利 
用 させ て いた だ きま す 。 こ の ほか 、 当 社 及び 販売 店 で は 、① 当 社 及び 当社 と 提携 する 企業 の 商品 や サー ビ 
ス 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご 案内 ②⑫ 旅 行 参加 後 の ご 意見 や の ご 提供 の お 願い ③ ア ン ケ ー ト の お 願い ④ 
特典 サー ビス の 提供 ⑤ 統 計 資 料 の 作成 に お 客 様 の 個人 情報 を 利用 させ て いた だ く こ と が あり ます 。 

信 そ の 他 

お 客 様 が ご 旅行 参加 中 に 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 症 に 慌 思 し 、 ま た は 浪 厚 接触 者 と な っ た 場合 な ど 、 
現地 の 法令 な ど に 基づき 隔離 その 他 の 措置 が 必要 と な っ た 場合 に は 、 そ の 指示 に 従っ て 頂き ます 。 ま 
た これ に 要する 費用 は お 客 様 の ご 負担 と な り ます 。 

人 @ 旅行 条件 ・ 旅 行 代金 の 基準 

この 旅行 条件 は 2023 年 7 月 31H を 基 進 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代 金 は 2023 年 7 月 31 日 現在 の 有効 な 運 
賃 : 規 則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 


旅行 企画 ・ 実 施 
株 式 会 社 J」] B ガ イア レッ ク 
観光 庁 長 官 登録 旅行 業 第 712 号 日 本 旅行 業 協会 正会員 
東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 
ポ ボッ 保証 会 員 ( 具 ) 旅行 業 公正 取引 
協議 会 会 員 


ー 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 正会員 


17000756 


【 受 託 販売 】 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 を ご 利用 下さ い 。 


確定 情報 を 記載 する 最終 旅行 日 程 家 に つき まし て は 、 当 社 よ り 特 に ご 連絡 の 無い 場合 は 本 パン フレ ッ ト 記 載 内 容 を も っ て 替え させ て 頂き ます 。 


総合 (国内 ) 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 
この 旅行 下 約 に 関し ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 なく 上 記 の 取扱 管理 者 に お 尋ね くだ さい 。 


※ 当 パン フレ ッ ト の イメ ー ジ PHOTO0 は 実際 の 旅行 地 と 異な る 場合 が ご ざい ます 。※ 当 パン フレ ッ ト の 一 部 及び 全部 の 複製 使用 を 禁 す 。 | 商品 コー 
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